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次
第
浜
ふ
な
だ
ま
り

　

海
で
は
「
渡
り
が
に
」
漁
の

　
　
　
　
　
　
　

最
盛
期
で
す

平成 17 年 9月末現在の ●人口 13,871 人 （前月比 － 024 人） 男  6,958 人 （－ 04 人） 
●世帯数 3,845 世帯  前月比（－ 03 世帯）人口の動き  （前年比 ＋ 011 人） 女  6,913 人 （－ 20 人）
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まちづくりのために
一般会計
特別会計

平成16年度

決  算 使いました

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
六
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九

月
の
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
年
間
に
使
わ

れ
た
お
金
は
、
一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約

百
二
十
一
億
七
千
万
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使

わ
れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

☎
２
７
│
１
９
５
８
（
直
通
）

決
算
と
は
？

　

決
算
は
会
計
年
度
（
四
月
〜
翌
年

三
月
）
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の

実
績
を
報
告
す
る
確
定
的
な
計
数
表

で
す
。
決
算
書
は
会
計
年
度
終
了
後

に
作
成
さ
れ
、
監
査
委
員
が
審
査
し

た
後
、議
会
の
認
定
で
確
定
し
ま
す
。

町
長
は
、
決
算
を
議
会
の
議
決
書
と

一
緒
に
県
知
事
に
報
告
し
、
そ
の
要

点
を
住
民
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一般会計決算

　一般会計とは市町村などの会計の中心で行

政運営の基本的な経費を処理する会計です。

平成16年度、町の歳入は75億 9,758万円で、

歳出が 72 億 1,744 万円となり、差し引き 3

億 8,014 万円の黒字決算となりました。

　公債費とは、町の借入金のうち、

一年間に返済しているお金です。一

般財源（町税など）に占める割合が、

10％を超えないことが望ましいとさ

れています。

　一般財源のうち、人件費、事務費、

公債費などの必要経費の割合を経常

収支比率といいます。この率が高い

ほど財政に余裕がなく、町村の場合

75％を超えると財政面で慎重さが必

要になります。

　地方公共団体の財政上の能力を示

す指数です。この指数が 1.0 を超え

ると国からの交付税が配分されませ

ん。（不交付団体となります）

区　　　　　分 平成 16 年度末残高
一 般 会 計 48 億 5,300 万円
国民健康保険特別会計 1 億 2,100 万円
公共下水道事業特別会計 61 億 900 万円
水 道 事 業 会 計 8 億 4,700 万円
合 計 119 億 3,000 万円

■町債の状況

区　　　　　分 平成 16 年度末残高
財 政 調 整 基 金 9 億 300 万円
減 債 基 金 8,300 万円
災 害 救 助 基 金 1 億 2,500 万円
土 地 開 発 基 金 6,300 万円
道 路 整 備 基 金 1,500 万円
教 育 振 興 基 金 300 万円
公共用施設整備基金 1,500 万円
公共用施設維持基金 6,900 万円
地 域 福 祉 基 金 1 億 4,600 万円
観音の湯ざぶ～ん館維持基金 1 億 1,600 万円
亀代地区多目的屋内運動場施設維持基金 2,000 万円
基 金 合 計 15 億 5,500 万円

■基金の状況

・町道改良舗装工事

1億 1,723 万円

・町道消雪パイプ設備工事

3,005 万円

・東山団地土地・建物購入事業

　2,561 万円

・農道整備工事

2,541 万円

・道路施設等維持修繕工事

1,868 万円

町　税
49億 8,542 万円
(65.6％ )

内　訳
固定資産税 40 億 8,751 万円（82.0％）
町民税（法人） 4 億 5,638 万円（ 9.2％）
町民税（個人） 2 億 6,663 万円（ 5.3％）
軽自動車税、たばこ税 1 億 7,490 万円（ 3.5％）
入湯税等

繰　入　金
3億 9,800 万円
（5.2％）

基金などから繰り

入れたお金

繰　越　金
3億 8,385 万円
（5.1％）

前年度から繰り越

したお金

県支出金
3億 2,072 万円
（4.2％）

使い道を特定して県

が支出する補助金等

地方消費税交付金
1億 8,298 万円
（2.4％）

国庫支出金
1億 4,536 万円
（1.9％）

使い道を特定して国

が支出する補助金等

地方譲与税
1億 6,156 万円
（2.1％）

町　債
１億 5,000 万円
（2.0％）

財源不足による

借入金

その他
3億 8,784 万円
（5.1％）

分担金及び負担金、

使用料、手数料など

諸　収　入
4億 8,185 万円
 （6.4％）

貯金利子や税の延滞金、

貸付金の回収金など

教育費
12億 1,153 万円
（16.8％）

幼稚園・学校・社会教

育・社会体育事業など

民生費
11億 7,218 万円
（16.2％）

土木費
10億 7,967 万円
（14.9％）

総務費
8億 5,867 万円
（11.9％）

公債費
8億 2,302 万円
（11.4％）

衛生費
6億 7,600 万円
（9.4％）

高齢者・児

童・障害福

祉事業など

道路・公園・

港湾整備など

公害・交通安全

対策、選挙、広

域関連事業など

町が借り入れ

たお金の返済

諸支出金
4億 794 万円
（5.7％）
基金への積立

（町の貯金）

農林水産業費
3億 3,580 万円
（4.6％）

農業・漁業振興、

土地改良事業など

消防費
2億 9,410 万円
（4.1％）

消防団活動、消

防施設整備など

商工費
2億 2,179 万円
（3.1％）

商工業の振興、

観光事業など

議会費
1億 686 万円
（1.5％）
議会活動

労働費
2,988 万円
（0.4％）
雇用対策など

特別会計決算
特別会計とは？
　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し

かし、様々な行政需要が求められてきている現在、単一の

会計で処理することが難しくなってきました。

　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ

かりやすいように処理するのが特別会計です。

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険
事業勘定 10 億 4,405 万円 9億 5,872 万円

施設勘定 1億 5,647 万円 1億 3,799 万円

介護保険 7億 6,503 万円 7億 4,033 万円

老人保健 9億 4,512 万円 9億 514 万円

県営開拓パイロット事業 1,032 万円 518 万円

公共下水道事業 18 億 8,590 万円 18 億 5,970 万円

水道事業
収益的収支 2億 2,573 万円 2億 5,579 万円

資本的収支 9,261 万円 9,262 万円

予防検診・保

健事業、ごみ

処理事業など
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平成16年度
  まちの資産477億円

平成16年度

　聖籠町では平成 12 年度分からバランスシート（貸借対照表）を作成しています。

これは町がどこから資金を調達し、どんな資産や借金を残したかという状況を総合

的に対照表示して資産がどの程度なのかをわかりやすく比較するためのものです。

　バランスシートに関するお問い合わせは　役場企画財政課　☎ 27 － 1958（直通）

までお願いします。

バランスシートからわかること

（単位：千円）

借　　　　方

［資産の部］
１．有形固定資産

（１）総務費 2,825,539
（２）民生費 1,542,428
（３）衛生費 1,423,582
（４）労働費 81,259
（５）農林水産業費 995,041
（６）商工費 60,461
（７）土木費 23,734,142
（８）消防費 51,983
（９）教育費 13,025,649
（10）その他 88,897
　　  計 43,828,981
　　  （うち土地 21,595,036）
　有形固定資産合計 43,828,981

２．投資等
（１）投資及び出資金 1,082,921
（２）貸付金 757,112
（３）基金 
　　①特定目的基金 509,084
　　②土地開発基金 63,302
　　③定額運用基金 2,000
　　　基　金　計 574,386
　投資等合計 2,414,439

3．流動資産
（１）現金・預金 
　　①財政調整基金 903,603
　　②減債基金 83,633
　　③歳計現金 385,285
　　　現金・預金計 1,372,521

（２）未収金
　　①地方税 56,405
　　②その他 4,276
　　　未収金計 60,681
　　流動資産合計 1,433,202

貸　　　　方

［負債の部］
１．固定負債

（１）地方債 4,279,587

（２）債務負担行為
　　①物件の購入等 0
　　②債務保証又は損失補償 0
　　　債務負担行為計 0

（３）退職給与引当金 1,610,548

　固定負債合計 5,890,135

２．流動負債

（１）翌年度償還予定額 573,955

（２）翌年度繰上充用金 0

　流動負債合計 573,955

［正味資産の部］

1．国庫支出金 2,677,428

2．都道府県支出金 741,369

3．一般財源等 37,793,735

※債務負担行為に係る補償等 ①物件の購入等に係るもの 350,774　千円

 ②債務保証及び損失補償に係るもの 1,072,954　千円

 ③利子補給等に係るもの 509,653　千円

　

❶
は
、
資
産
額
と
負
債
額
を
平
成
十
五
年
度
と
平

成
十
六
年
度
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。

○ 　

資
産
と
は
、
町
民
の
た
め
の
財
産
で
「
有
形
固

定
資
産
」、「
投
資
等
」
及
び
「
流
動
資
産
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

資
産
の
総
額
は
、
四
百
七
十
七
億
円
（
町
民
一

人
あ
た
り
三
百
四
十
三
万
円
）
で
前
年
度
よ
り

六
億
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
要
因
は
、
大

き
な
施
設
の
建
設
や
土
地
の
購
入
が
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

○ 　

負
債
は
将
来
に
支
払
う
べ
き
債
務
で
あ
り
、
今

後
、
町
民
が
負
担
す
る
借
金
な
ど
で
、「
固
定
負

債
」、「
流
動
負
債
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

負
債
総
額
は
、
六
十
五
億
円
（
町
民
一
人
あ
た

り
四
十
七
万
円
）
で
、
過
去
に
発
行
し
た
町
債
の

償
還
の
終
了
等
で
前
年
度
よ
り
五
億
円
減
少
し
て

い
ま
す
。
負
債
が
多
く
な
れ
ば
、
町
税
な
ど
か
ら

そ
の
償
還
に
あ
て
る
資
金
が
た
く
さ
ん
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
事
業
の
展
開
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○ 　

正
味
資
産
の
総
額
は
、
四
百
十
二
億
円
（
町
民

一
人
あ
た
り
二
百
九
十
七
万
円
）
で
前
年
度
よ
り

二
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
正
味
資
産
と
は
、
資

産
形
成
の
た
め
に
町
民
が
す
で
に
負
担
し
た
額

と
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
の
合
計
額
で
、
現
在

の
資
産
の
う
ち
借
金
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
財
産

の
額
と
い
え
ま
す
。

資
産
の
内
訳

　

 　

資
産
総
額
の
う
ち
九
十
二
％
を
有
形
固
定
資
産

が
占
め
て
い
ま
す
。
有
形
固
定
資
産
と
は
、
土
地

や
建
物
を
中
心
と
し
た
公
共
施
設
な
ど
の
こ
と
で

す
。
土
地
明
細
と
主
な
施
設
の
状
況
は
、
そ
れ
ぞ

れ
❷
、
❸
の
と
お
り
で
す
。

　

 　

投
資
等
と
は
、
各
種
団
体
な
ど
へ
の
出
資
や
貸

し
付
け
の
こ
と
で
す
。
流
動
資
産
は
、
現
金
あ
る

い
は
一
年
以
内
に
現
金
化
が
可
能
な
基
金
や
預
金

の
ほ
か
、債
権
と
し
て
未
収
金
を
含
ん
で
い
ま
す
。

❶ 平成 15年度と平成16年度の比較

年　　度 人　　口 資　　産 負　　債 正味資産
町　民　１　人　あ　た　り

資　　産 負　　債 正味資産

平成 15 年度末 13,855 人 484 億円 70 億円 414 億円 349 万円 50 万円 299 万円

平成 16 年度末 13,884 人 477 億円 65 億円 412 億円 343 万円 47 万円 297 万円

増　　　減 　　29 人 △ 7 億円 △ 5 億円 △ 2 億円 △ 6 万円 △ 3 万円 △ 2 万円

施　設　名 取得年度
耐用
年数

取得価格
減価償却
累計額

残存価格

役場庁舎 昭和 52 年 50 910,416 461,768 448,648

亀代小学校 昭和 52 年 47 967,161 508,058 459,103

蓮野小学校 昭和 60 年 47 1,117,854 534,003 583,851

山倉小学校 昭和 61 年 47 1,116,985 527,919 589,066

聖籠中学校 平成 12 年 47 5,373,059 666,989 4,706,070

町民会館 平成 元 年 47 3,802,633 1,757,695 2,044,938

亀代多目的屋内運動場 平成 07 年 22 379,989 134,071 245,918

蓮野多目的屋内運動場 平成 08 年 22 410,597 131,463 279,134

山倉多目的屋内運動場 平成 10 年 22 363,727 88,680 275,047

町営聖籠町野球場 昭和 60 年 30 353,383 184,971 168,412

多目的屋外運動広場 平成 12 年 30 557,734 68,390 489,344

亀代幼稚園 昭和 58 年 47 417,328 206,252 211,076

蓮潟幼稚園 昭和 54 年 47 340,649 192,286 148,363

蓮野幼稚園 昭和 61 年 47 370,209 180,523 189,686

学校給食共同調理場 平成 元 年 47 294,769 154,070 140,699

保健福祉センター 平成 04 年 50 789,991 276,875 513,116

聖籠保育園 平成 08 年 22 497,676 168,459 329,217

観音の湯ざぶ～ん館 平成 09 年 31 1,215,849 395,245 820,604

老人福祉センター 昭和 56 年 50 259,657 135,447 124,210

蓮のギャラリー 平成 11 年 22 25,967 4,282 21,685

観音の湯ホテルざぶ～ん 平成 13 年 31 350,460 40,134 310,326

❸ 主な施設の状況 （単位：千円） ❷ 土地明細表

面　積（㎡） 評価額（円）

行　

政　

財　

産

公
用
財
産

本庁舎 9,212.48 92,124,800 

その他

の行政

機関

警察（消防）

施設
1,707.04 10,961,558 

その他の施設

公　

共　

用　

財　

産

学　　校 163,924.00 1,309,828,900 

公営住宅 13,017.94 76,266,939 

公  　 園 93,807.00 432,212,246 

指定保安林 319,787.00 24,335,790 

道　　路 1,491,039.29 16,635,739,903 

その他

の施設

町民会館等 33,068.99 307,541,607 

体育施設 73,001.06 476,245,892 

幼稚園 27,821.00 251,583,700 
学校給食

共同調理場
3,411.87 31,730,391 

保健福祉

センター
25,846.25 191,262,250 

保育園 6,969.28 45,915,372 

墓　地 17,621.00 0 

その他 289,127.58 811,094,946 

普
通
財
産

宅　　　地 61,802.11 568,574,732 

山　　　林 123,994.00 14,657,936 

原　　　野 29,508.00 279,888,090 

雑　種　地 8,242.00 28,085,932 

そ　の　他 755.07 5,423,936 

合　　　　　計 2,793,662.96  21,593,474,920
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―　第　３　次　聖　籠　町　総　合　計　画　 ―

　「まちづくり計画のためのアンケート」の調査結果がまとまりましたので、その概要をお知

らせします。

　この調査は、現在策定を進めている『第３次聖籠町総合計画後期基本計画』に反映させる

ため、町民のみなさまが日ごろ町政についてどのようなお考えをお持ちになっているかを把

握するために実施したものです。

※『第３次聖籠町総合計画後期基本計画』とは…

　 　まちづくりの指針である「第３次聖籠町総合計画」の計画期間（平成 13 年度～平成 22 年度）を前期５

年と後期５年に分け、さらに具体的なまちづくりの取組を定めたものが「基本計画」です。今年度は、後

期基本計画（計画期間：平成 18 年度～平成 22 年度）の策定に向けて、現在、総合計画審議会の 24 人の

委員のみなさんが審議を行っています。

【調査方法】 平成 17 年６月１日現在、20 歳以上の町民の方から無作為抽出によって選ばれた 1,700
人に対し、郵送により実施

【調査期間】６月下旬～７月上旬

【回答者数】７７３人（回答率４５．５％）

聖籠町は住みやすいと思いますか。
（１つ選択）01

Q

　「住みやすい」と「まあまあ住みやすい」を

合計すると、全体の８割以上の人が「住みや

すい」と考えています。

　Ｑ１で「住みにくい」、「どちらかといえば

住みにくい」と回答した理由として「交通の

便が悪い」、「文化・教育水準が低い」、「医療

機関が少ない」などを挙げています。

交通の便が悪い

文化・教育水準が低い

医療機関が少ない

買物などの日常生活がしにくい

働く場所がない

レジャー・娯楽施設が少ない

下水道処理が不十分である

自然環境が悪くなっている

住宅事情が悪い

し尿処理が悪い

福祉サービスが不十分

公園・緑地が少ない

ごみ処理が悪い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

53.8%

8.8%

6.3%

6.3%

5.0%

3.8%

その他 18.8%

17.5%

15.0%

13.8%

13.8%

35.0%

31.3%

26.3%

住みやすい

38.3％

まあまあ住みやすい
45.5％

どちらかと
いえば

住みにくい
8.0％

住みにくい
2.3％

どちらとも
いえない
5.2％

無回答
0.6％

Ｑ１で「どちらかといえば住みにくい」ま

たは、「住みにくい」と答えた方にお尋ね

します。その理由は何ですか。（３つまで選択）
02

Q

町のイメージを周辺の市町村と比べてどのように感じていますか。（１つ選択）03
Q

　「そう思う」、

「やや思う」の

合計が最も多

かったのは、「１. 海や川、

緑など自然が豊かである」

でした。以下、「４. 道路や

交通の便がよい」、「２.安心

して生活ができる」、「５.医
療・保健・福祉が充実して

いる」などが続いています。

　一方、「思わない」、「さ

ほど思わない」の合計が最

も多かったのは、「９. 生活・

芸術文化が高い」でした。

以下、「10. まちに活気があ

る」、「６. 教育環境がよい」、

「４. 道路や交通の便がよ

い」などが続いています。

1. 海や川、緑など自然が豊かである

2. 安心して生活ができる

3. 生活環境がよく清潔である

4. 道路や交通の便がよい

5. 医療・保健・福祉が充実している

6. 教育環境がよい

7. 買物が便利である

8. ふれあいや連帯感がある

9. 生活・芸術文化が高い

10. まちに活気がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.7

16.7

9.8

17.6

15.3

13.8

6.6

2.5 4.9 34.7 25.7 18.8 4.7 8.8

3.1 7.4 42.2 20.2 14.2 3.9 9.1

11.8 40.8 19.4 9.3 9.8

15.0 31.3 16.4 13.7 9.1

6.0 9.6 38.2 17.3 14.9 5.3 8.8

16.7 34.0 16.4 8.4 7.5

16.8 9.124.2 16.7 15.4

14.5 45.4 14.1 5.4 10.1

15.8 39.5 11.4 7.9 8.2

20.2 34.2 7.8 8.0

0.6

0.6

0.3

1.7

0.6

2.3

1.9

そう思う やや思う 普通 思わない わからない 無回答
さほど
思わない

0.3

現在の町の状況・取組について、どのように感じていますか。（１つ選択）04
Q

　町政を大きく６つの部門に分けて、その満足度を調査しました。

　６つの部門を全体的にみて、「満足」、「ほぼ満足」の合計が最も多かったのは、都市計画部門の「６. 除雪サー

ビス」(42.0％ ) で、環境・防災・安全部門の「８. ごみ処理体制」(40.5％ )、都市計画部門の「５. 道路の整備状況」

(37.5％ ) がこれに続いています。

　一方、「不満」、「やや不満」の合計が最も多かったのは、都市計画部門の「７. 公共輸送機関（バス・鉄道など）の状況」(46.0％ )
で、同じく都市計画部門の「４. 緑地・公園の整備状況」(27.7％ )、教育・文化・国際交流部門の「26. 小学校・中学校教

育の状況」(27.6％ ) がこれに続いています。

【都市計画部門】 【環境・防災・安全部門】

【保健・福祉・医療部門】 【産業・観光・労働部門】

1. 海や川、松林などの自然風景・環境

2. 住宅地や商業地などの整備状況

3. 街並み景観

4. 緑地・公園の整備状況

5. 道路の整備状況

6. 除雪サービス

7.公共輸送機関（バス・鉄道など）の状況

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.6

2.6

2.6 7.9

3.2

4.1

19.1

12.2

13.5

12.0

16.4

7.5 29.5 24.1 21.9 4.7 9.2

25.6 28.5 13.7 7.0 7.6

25.5 36.0 9.4 6.2 9.3
1.6

1.2

41.0 19.9 7.8 3.9 9.8

52.0 14.7 7.0 4.9 10.9

49.0 14.2 7.2 5.3 9.4

45.0 11.8 5.0 4.7 8.8 8. ごみ処理体制

9. 下水道の整備

10. 公害防止対策

11. 産業廃棄物対策

12. 交通安全対策

13. 防災・消防・救急体制

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.1

10.3

3.1 8.7

7.2

11.1

8.9 20.6 49.4 3.9 6.3 8.7
2.2

57.4 7.9 4.3 5.7 8.9

45.8 12.4 8.4 13.7 9.4

51.7 10.2 3.9 12.7 9.7

3.0

4.7

16.8 37.9 11.1 7.9 7.6 8.3

25.4 8.840.1 5.2 3.9
1.6

14. 児童福祉対策

15. 老人福祉対策

16. 心身障害者・低所得者福祉対策

17. 母子保健対策

18. 成人・老人保健対策

19. 医療体制

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.1 18.8

5.2 9.1

6.9

5.7

6.5 14.1 43.1 14.2 6.7 6.5 8.9

13.3 49.3 6.7 14.2
2.2

8.5

17.5 41.8 3.5 20.3 9.2

41.3 9.6 3.9 22.5 8.5

19.19.1 41.8 8.0 12.9 6.1

43.3 5.0 15.5 7.9

3.0

0.9

2.3

20. 農業の振興対策

21. 水産業の振興対策

22. 工業の振興対策

23. 商業の振興対策

24. 観光の振興対策

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.0

5.3 40.1 5.3 37.9 9.2

43.6 7.1 30.0 7.5

1.2

2.1

1.0

1.8

6.9 41.7 4.8 33.2 9.3

2.3

1.3

5.2 37.4 11.3 32.6 9.8

2.5

2.3

9.1 40.0 13.1 5.8 21.5 8.3

2.7

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

まちづくり計画のためのアンケート結果報告まちづくり計画のためのアンケート結果報告

満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答ほぼ満足
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【教育・文化・国際交流部門】 【自治振興・行財政部門】

25. 幼稚園教育の状況

26. 小学校・中学校教育の状況

27. 社会教育の状況

28. 社会体育の状況

29. 文化の振興策

30. 国際交流事業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.0

2.6
6.3 42.0 6.6 31.0 9.7

4.5

4.3 13.2 43.7 5.7 21.7 8.4
3.0

3.0

12.7 42.9 7.4 3.8 19.9 8.8

3.9

3.6 9.2 46.8 7.8 8.521.1

7.6 32.5 15.4 12.2 20.8 7.6

17.6 35.7 5.3 21.9 9.64.0

1.7

31. 地域自治の振興

32. 対話行政の推進

33. コンピューターを活用した
行政サービス

34. 行政・財政の効率化

0% 20% 40% 60% 80% 100%
3.0

1.9

1.9

5.3

4.5 35.6 12.2 7.9 29.9 8.0

37.6 6.9 5.7 33.8 8.8

4.9 17.2 44.1 7.0 3.6 16.0 7.1

3.0

10.3 49.9 7.1 18.4 8.3

町が当面、力をいれるべきことは何だと思いますか。（１つ選択）05
Q

　町が当面、力をいれるべきこととして、「老人・子ども・障害者などに対する福祉施策を充実させる」が最

も高く、「教育・文化に対する取組みを充実する」、「医療機関を増やすなど保健医療を充実する」がこれに続

いています。住民の多くは福祉医療や教育に関する施策の充実に期待しているようです。

老人・子ども・障害者などに対する福祉施策を充実させる

教育・文化に対する取組みを充実する

医療機関を増やすなど保健医療を充実する

下水道を整備するなど生活環境を良くすること

ごみの減量化や再利用化を推進するなど生活環境を良くする

住宅造成などにより人口を増やし、活気のある町にする

火災や災害などに対する備えをよくする

道路交通網を整備する

公園・緑地を多くするなど憩いの場をつくる

融資制度の充実など、商工業の振興を図る

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

17.1%

14.7%

12.7%

8.9%

8.8%

8.5%

6.2%

その他 5.7%

5.6%

4.7%

無回答 4.4%

2.7%

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Ｑ６～Ｑ 15 は、主な町の施策について、どのようなところを重点的に取り組んでいくべきかなどを調査しました。

規制を強化すべき区域を定め、
計画的に保全や開発を行う

わからない

町全体の規制を強化することで、
積極的に自然環境などを保全する

町全体の土地利用規制を緩和
することで開発を促進する

特に対策をする必要はない

無回答

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

41.5%

23.2%

13.3%

11.5%

5.8%

3.5%

1.2%

町の土地利用のあり方について、どのよ

うにお考えですか。（１つ選択）06
Q

ほ場整備などの
生産基盤整備

複合経営を進める

後継者対策

特産品の開発

協業・共同化

無回答

その他

経営規模の拡大

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

36.4%

20.1%

14.2%

8.3%

6.7%

5.8%

5.8%

2.7%

町の農業のあり方として、どのようなと

ころに力をいれるべきだと思いますか。
（１つ選択）

07
Q

町の観光振興のためには、何に力をいれ

たら良いと思いますか。（１つ選択）08
Q 町の保健衛生対策の中で、何に力をいれ

たら良いと思いますか。（１つ選択）09
Q

町の福祉対策の中で、何に力をいれたら

良いと思いますか。（１つ選択）10
Q

町文化財・名所の整備

レジャー・娯楽施設の整備

海水浴場の整備

観光果樹園の充実

まつり・イベントの実施

対外的なＰＲの強化

町観光協会の支援・充実

その他

0% 5% 10% 15% 20%

17.6%

16.4%

14.7%

13.2%

10.3%

10.0%

7.9%

無回答 6.9%

3.0%

ねたきり老人、認知症老人、
障害者の介護支援体制の充実

子育て支援金の支給などの金銭給付

老人・子ども・障害者などの生活
弱者に対する社会参加の促進

福祉に従事するボランティアの育成

保育所や児童館などの
児童福祉施設の整備・充実

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

9.7%

0.8%

無回答 4.5%

38.6%

17.9%

15.8%

12.8%

町の生涯教育振興のため、何が必要だと

思いますか。（１つ選択）12
Q

専門職員の配置と指導者の育成

社会教育施設の整備・充実

各種学級・講座の充実

地域活動

各種団体グループの育成と
自主活動の援助

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

27.6%

17.1%

16.6%

15.0%

12.2%

無回答 8.9%

2.7%

町の文化振興のため、何が必要だと思い

ますか。（１つ選択）14
Q

文化会館の活用を図り、
他地域の文化を鑑賞させる

地域の文化活動を支援する

各種文化団体の育成を図る

専門家・指導者の養成をする

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

32.0%

25.7%

16.9%

13.7%

無回答 8.4%

3.2%

町の小・中学校教育を充実させるために、

何に力をいれたら良いと思いますか。
（１つ選択）

11
Q

基礎学力教育の徹底

ボランティア活動、社会体験の推進

学校施設など教育環境の整備・充実

保護者や地域との交流

無回答

英語など外国人教師の配置

町の各種団体と連携した多様な部活動

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

11.5%

53.8%

7.9%

6.7%

5.8%

5.2%

4.8%

4.3%

町のスポーツ振興のため、何が必要だと

思いますか。（１つ選択）13
Q

専門職員の配置と指導者の育成

各種団体グループの
育成と自主活動の援助

社会体育施設の整備・充実

各種学級・講座の充実

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

24.8%

無回答 9.4%

3.2%

12.9%

18.0%

31.6%

町が諸外国と交流するためには、どのよ

うな方法が良いと思いますか。（１つ選択）15
Q

町が中心となって、
人的交流を推進する

町が中心となって、
姉妹都市を提携する

民間が中心となって、スポーツ、
文化交流などを推進する

無回答

民間が中心となって、
経済交流を推進する

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

34.8%

27.0%

19.0%

9.8%

5.4%

3.9%

医療機関の整備充実

町民一人ひとりの健康づくり対策

ガン、脳卒中、心疾患などの成人病対策

ストレスや心の障害に対する対策

老人保健対策

予防衛生の充実

無回答

母子保健（妊産婦と乳幼児の保健対策）

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25%

19.7%

6.7%

4.7%

1.4%

23.7%

13.7%

13.5%

3.6%

13.1%

満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答ほぼ満足
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明るく住みやすい町をつくるために、参加できると考える活動は何ですか。（３つまで選択）
【上位 10 項目を掲載】　16

Q

ごみステーションの清掃

近くの公園や広場などの清掃

行政区（集落）単位の活動

花いっぱい運動

社会福祉ボランティア活動

交通安全活動

防犯活動

地域の道路や側溝の清掃

盆踊りや地域の祭りなど

子ども会活動

0% 5% 10% 15% 20% 25%

23.7%

22.6%

22.4%

19.7%

17.1%

16.2%

15.7%

15.3%

13.6%

11.4%

　「ごみステーションの清掃」が最も多く、「近くの公園や広場などの清掃」、「行政区（集落）単位の活動」、「花

いっぱい運動」がこれに続いています。

　地域の清掃や美化に関する活動に参加できると考える人が多いようです。

地域活動を盛んにするうえで、支障になっ

ているものがあるとすれば、何だと思い

ますか。（１つ選択）
17

Q 生活圏の拡大にともない、周辺市町村と

のつながりが今後重要になると考えられ

ます。町の広域的な地域づくりについて、

どのようなことに取り組むべきだと思い

ますか。（１つ選択）

18
Q

　「住民の協力意識や参加意識が低い」とい

う回答が圧倒的に多く、次に「活動の中心に

なる指導者や世話役がいない」という回答が

続いています。このことから、住民の参加意識を向上させ

るような啓発活動や活動の推進者を育成していくことが

今後の課題であると考えられます。

　施設整備、ごみ収集等のサービス、情報な

どの共同化に対する取組について期待が大き

いと考えられます。

行政情報の提供手段として充実してほしいものは何ですか。（１つ選択）19
Q

住民の協力意識や
参加意識が低い

活動の中心になる
指導者や世話役がいない

町の指導や援助が不足

無回答

住民間の人間関係が
うまくいかない

運営のための資金が不足

行事や活動のための
施設が不足

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

47.5%

18.6%

8.4%

8.4%

5.8%

5.2%

3.1%

3.0%

スポーツ・文化・医療福祉などの
公共施設の共同整備

広報誌に他市町村の
情報を掲載する

医療福祉、ごみ収集などの
サービスを共同で行う

既存の公共施設を有効に活用
するため、共同で利用する

共同でイベントを開催する

市町村合併

その他 

0% 5% 10% 15% 20%

19.9%

19.1%

16.6%

15.7%

14.7%

7.0%

無回答 6.2%

0.8%

広報誌や回覧、チラシなど

（防災）行政無線の積極的活用

町長とのふれあいトークなどの

町民と役場との対話集会

インターネットによる配信

公文書の情報公開

有線放送の整備

その他 1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

無回答 6.7%

33.9%

17.7%

12.2%

10.7%

8.9%

8.4%

これからも聖籠町に住み続けたいと思いますか。（１つ選択）20
Q

これからもずっと住み続けたい

当分は住み続けたい

どちらともいえない

できれば町外へ移転したい

ぜひ町外へ移転したい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

8.3%

19.4%

3.2%

無回答 3.0%

0.8%

65.3%

　定住意向について、「これからもずっと住み続けたい」と回答した人が 65.3％を占めています。

　また「当分は住み続けたい」と回答した人と合計すると、「住み続けたい」と考える人は、全体の８割以上

と非常に多くを占めました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　このたびは、アンケートにご協力いただきありがとうございました。また、大

変多くの方々から貴重な「自由意見」もいただきました。

　この調査結果は、総合計画審議会において検討の上、貴重なご意見として、第

３次聖籠町総合計画の後期基本計画に反映させていきたいと考えております。

　今後ともまちづくりに対するご支援、ご協力をお願いいたします。
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高
口　

千
明
さ
ん

（
蓮
野
小
学
校
六
年
）

　

私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
万
里
の
長

城
に
登
っ
た
こ
と
で
す
。
万
里
の
長

城
は
、
私
が
思
っ
て
い
た
よ
り
、
と

て
も
長
く
て
坂
も
急
で
、
そ
の
日
は

と
て
も
日
も
照
っ
て
い
て
、
と
て
も

暑
く
て
、
と
っ
て
も
大
変
で
し
た
。

で
も
目
標
の
所
ま
で
行
け
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
家
庭
訪
問
で
す
。

家
庭
訪
問
を
し
た
家
の
子
は
私
よ
り

一
歳
上
で
し
た
。
私
は
、
人
に
な
じ

む
の
が
少
し
苦
手
で
、
中
国
語
を
話

し
て
い
る
人
と
、
友
達
に
な
る
な
ん

て
、
無
理
だ
ろ
う
な
〜
な
ん
て
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
本
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
言
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
て
、
な
ん
と
な
く
だ
け
ど
分

か
り
ま
し
た
。

　

し
か
も
と
っ
て
も
優
し
く
せ
っ
し

て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
だ
ん
だ
ん
仲
よ
く
な
っ
て
、

最
後
に
は
友
達
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
子
の
お
母
さ
ん
も
、
と
て

も
優
し
く
せ
っ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
別
れ

の
と
き
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
悲
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
記
念
撮
影
を
し
た
写
真

を
送
っ
て
あ
げ
る
と
言
っ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
も
ち
ゃ
ん
と

写
真
が
着
い
た
ら
お
返
し
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

五
泊
六
日
の
中
国
の
旅
は
、
本
当

に
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
行
き
た
い
な
〜
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、「
も
っ
と
日
本
と
中
国

の
関
係
が
深
ま
れ
ば
い
い
な
あ
」
と

も
思
い
ま
し
た
。

小
竹　

葵
さ
ん

（
山
倉
小
学
校
六
年
）

　

私
は
、
夏
休
み
中
、
中
国
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
中
国
で
、
楽
し
か
っ

た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
書

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
家

庭
訪
問
で
す
。
私
の
家
庭
訪
問
先
の

人
は
と
て
も
優
し
い
人
た
ち
で
温
か

く
む
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。最
初
は
、

不
安
だ
っ
た
け
ど
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
ご
飯
を
食
べ
た
後
、
ゴ
ー
ル
ド

パ
ー
ク
と
い
う
所
で
遊
び
ま
し
た
。

そ
こ
で
す
ご
く
仲
良
く
な
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
言
葉
が
通
じ
な
く

て
も
友
だ
ち
に
な
れ
る
ん
だ
、
と
思

い
ま
し
た
。

　

中
国
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
建
物

や
か
ん
板
が
全
部
大
き
い
こ
と
で

す
。
北
京
や
ハ
ル
ビ
ン
は
、
大
都
会

で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
肉
の
こ
と
で
す
。
中

国
で
は
、
犬
の
肉
を
食
べ
る
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
本
当

で
し
た
。鳥
の
足
も
出
て
き
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
交
通
ル
ー
ル
で
す
。

日
本
は
、
信
号
が
赤
に
な
る
と
車
も

止
ま
っ
て
待
ち
ま
す
が
、
中
国
は
、

信
号
が
赤
で
も
車
が
通
っ
て
い
な
け

れ
ば
お
か
ま
い
な
し
に
人
は
進
み
ま

す
。
私
は
、
危
な
い
か
ら
、
怖
い
か

ら
や
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
よ
う
な
交
流
を
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ら
進
ん
で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

伊
藤　

築
さ
ん

（
亀
代
小
学
校
六
年
）

　

ぼ
く
は
、
五
泊
六
日
の
ハ
ル
ビ
ン

市
児
童
・
生
徒
交
流
事
業
に
参
加
し

ハ
ル
ビ
ン
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

飛
行
機
に
乗
る
の
は
初
め
て
で
機
内

食
も
初
め
て
で
し
た
。
で
も
意
外
と

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
日
目
は
、
第
一
一
七
中
学
校
へ

訪
問
し
、
そ
の
夜
七
時
か
ら
朝
の
七

時
ま
で
電
車
で
移
動
し
、
北
京
へ
行

き
ま
し
た
。
電
車
の
中
で
寝
て
い
る

時
ゆ
れ
て
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
そ
う
に

な
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
で

も
ベ
ッ
ド
の
周
り
に
カ
ー
テ
ン
も
な

い
し
部
屋
み
た
い
に
ド
ア
も
な
く
て

廊
下
を
通
っ
て
い
る
人
に
丸
見
え
で

い
や
で
し
た
。

　

北
京
に
着
い
て
万
里
の
長
城
に
行

き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
頂
上
か

ら
二
番
目
の
所
ま
で
登
り
ま
し
た
。

登
っ
て
い
る
時
に
足
が
痛
く
な
っ
た

り
し
て
す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
。

　

四
日
目
は
、
天
安
門
広
場
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
は
、
す
ご
く
広
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
夕
食
後
、
北
京
に

行
く
時
に
乗
っ
た
電
車
と
同
じ
電
車

で
ハ
ル
ビ
ン
に
戻
り
ま
し
た
。

　

五
日
目
は
、
少
年
宮
の
学
生
と
交

流
し
て
学
生
の
家
に
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
家
の
人
と
遊
園
地
に
行
っ

た
り
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
り
家
で

パ
ソ
コ
ン
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
び
ま

し
た
。
そ
し
て
中
国
で
の
最
後
の
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

六
日
目
は
、
ホ
テ
ル
か
ら
空
港
ま

で
バ
ス
で
行
き
ま
し
た
。
朝
食
は
、

バ
ス
の
中
で
食
べ
ま
し
た
。中
国
は
、

聖
籠
町
に
く
ら
べ
高
い
ビ
ル
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
中
国
に
行
っ
て
思
っ
た
こ

と
は
、
日
本
で
の
生
活
で
は
体
験
で

き
な
い
事
を
中
国
で
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

斎
藤　

龍
太
さ
ん

（
蓮
野
小
学
校
六
年
）

　

ぼ
く
は
、
日
本
と
中
国
の
ち
が
い

と
、
観
光
地
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ

た
の
で
中
国
に
行
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
委

員
会
へ
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の

話
で
、
ハ
ル
ビ
ン
市
と
聖
籠
町
の
交

流
が
十
年
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
外

に
出
る
と
、
人
と
車
の
信
号
む
し
が

す
ご
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
に
は
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
第
一
一
七
中
学
校
へ

訪
問
し
ま
し
た
。
日
本
の
中
学
校
で

は
や
っ
て
い
な
い
、
お
ど
り
や
楽
器

で
、
お
ど
っ
た
り
演
奏
し
た
り
し
て

く
れ
ま
し
た
。
特
に
剣
を
使
っ
た
お

ど
り
が
は
く
力
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　

三
日
目
は
、
北
京
の
万
里
の
長
城

の
観
光
を
し
ま
し
た
。
万
里
の
長
城

は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
し
ん
に
ゅ
う
を

防
ぐ
た
め
に
造
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
、
昔
の
人
が
手
で
造
っ
た
か

ら
、
相
当
時
間
が
か
か
っ
た
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。
ふ
も
と
の
休
け
い

所
で
は
、
す
ご
く
口
の
回
る
商
人
の

お
姉
さ
ん
に
、
水
し
ょ
う
玉
を
買
わ

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
商
人
は
す
ご

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

五
日
目
は
、
少
年
宮
に
訪
問
し
ま

し
た
。
訪
問
後
に
、
少
年
宮
に
い
た

人
の
家
へ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

ぎ
ょ
う
ざ
を
作
っ
た
り
話
を
し
た
り

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
外
の
公
園

で
散
歩
を
し
た
り
買
い
物
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
す
ご
く
い
い
人
た
ち
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

諏
方　

菜
都
希
さ
ん

（
蓮
野
小
学
校
六
年
）

　

私
が
中
国
に
行
き
た
い
と
思
っ
た

の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
ち
が

う
国
に
も
行
っ
て
み
た
い
こ
と
と
、

中
国
の
人
と
交
流
し
て
み
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。
中
国
は
日
本
と
は
違
っ

て
、
道
路
に
車
が
通
っ
て
い
て
も
人

が
歩
い
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
言
葉
も
違
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
中
国
人
と
日
本
人
の
似
て

い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
顔

で
す
。
中
国
人
の
顔
と
日
本
人
の
顔

は
、
け
っ
こ
う
似
て
い
て
あ
ま
り
分

り
ま
せ
ん
。
あ
と
、
漢
字
と
数
字
で

す
。
漢
字
は
、
中
国
と
日
本
で
同
じ

漢
字
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
数
字
も

日
本
と
同
じ
で
す
。

　

私
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
万
里

の
長
城
で
す
。
万
里
の
長
城
は
、
長

く
広
々
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も

登
り
ま
し
た
。
途
中
で
「
白
い
馬
」

や
大
き
な
「
ふ
た
こ
ぶ
ら
く
だ
」
に

会
い
驚
き
ま
し
た
。
少
し
高
い
所
か

ら
周
り
を
見
回
し
た
ら
、
ま
だ
ま
だ

ず
っ
と
遠
く
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

家
庭
訪
問
の
時
、
中
国
の
子
と
お

友
達
に
な
れ
ま
し
た
。
友
達
の
家
族

と
も
楽
し
く
交
流
が
で
き
、
う
れ
し

い
で
す
。
妹
と
も
、
通
訳
の
人
と

も
仲
良
く
で
き
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し

た
。

　

中
国
に
行
っ
て
き
た
、
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
、
中
国
の
こ
と
を
も
っ

と
学
び
た
い
で
す
。
ま
た
中
国
へ
行

け
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
今
度
は
、

今
回
よ
り
も
沢
山
見
た
り
、
経
験
し

た
り
し
た
い
で
す
。

中
国
ハ
ル
ビ
ン
市

　

児
童
・
生
徒交流

事
業

▲天安門広場前 ▲新潟空港、出国前

▲訪問団の皆さん ▲第 117 中学校での歓迎会
―

出
会
い
と

ふ
れ
あ
い―

　

七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月

一
日
ま
で
町
の
小
中
学
生

十
七
名
が
、
中
国
ハ
ル
ビ

ン
市
と
の
交
流
事
業
に
参
加

し
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い

と
ふ
れ
あ
い
を
体
験
し
て
帰

国
し
ま
し
た
。                     

　

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

心
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
交
流
を
深
め
て
き
た
小

中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、「
参

加
し
て
よ
か
っ
た
。」、「
ま

た
中
国
へ
行
き
た
い
。」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
の
中
学
生
に
続

き
、
ハ
ル
ビ
ン
市
へ
訪
問
し

た
小
学
生
の
感
想
文
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

（
一
部
要
約
し
て
い
ま
す
。）
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渡
邉　

う
ら
ら
さ
ん

（
亀
代
小
学
校
六
年
）

　

私
は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
と
の
交
流
事

業
に
参
加
し
て
、
色
々
な
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
の
こ
と

で
す
。
大
き
な
建
物
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
発
展
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
け
れ
ど
、
信
号
が
あ
る
の
に
む

し
し
て
い
る
人
が
多
く
、
交
通
事
故

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ル
ビ
ン

市
で
は
、
信
号
が
三
〜
四
年
前
に

出
来
た
の
で
交
通
整
備
が
整
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
。
で
も
こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
発
展
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、
も
の
ご
い
に
つ
い
て

で
す
。
も
の
ご
い
を
し
て
い
る
人
が

い
ま
し
た
。で
も
、大
き
な
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
ん
で
裕
福
に
暮
ら
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
日
本
に
も
貧
富
の
差

は
あ
り
ま
す
が
、
中
国
は
そ
の
差
が

と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ハ
ル
ビ
ン
市
交
流
事
業
に
申
し
込

む
頃
に
ニ
ュ
ー
ス
で
反
日
デ
モ
に
つ

い
て
流
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
中
国

と
日
本
の
関
係
が
悪
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
悲
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
ハ
ル
ビ
ン
で
色
々
な
人
と
交
流

し
て
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
心
が

通
じ
れ
ば
仲
良
く
な
れ
る
と
分
り
ま

し
た
。
一
部
の
人
は
、
日
本
に
反
感

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
今
か
ら
で
も

仲
良
く
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
世
界
で
起
き
て
い
る
戦

争
や
テ
ロ
も
、
人
々
の
心
が
通
じ
合

え
ば
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
後
機
会
が
あ
れ
ば
、
他
の
国
に

行
っ
て
た
く
さ
ん
友
だ
ち
を
作
り
、

色
々
な
国
の
こ
と
を
知
り
た
い
で

す
。

　

ハ
ル
ビ
ン
市
と
の
交
流
事
業
に
参

加
し
て
、色
々
な
こ
と
を
知
り
、色
々

な
人
と
交
流
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。

田
村　

咲
夢
さ
ん

（
亀
代
小
学
校
六
年
）

　

私
が
こ
の
交
流
事
業
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
、
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て

い
る
中
国
の
「
今
」
の
姿
を
見
て
き

た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
、
父
の
強
い

す
す
め
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

六
日
も
の
長
い
間
、
家
族
や
友
達

と
は
な
れ
て
外
国
に
行
く
と
い
う
不

安
と
、
中
国
は
ど
ん
な
国
か
な
?
と

い
う
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　

中
学
校
、
少
年
宮
の
訪
問
・
万
里

の
長
城
・
歴
史
の
あ
る
故
宮
や
天
安

門
広
場
の
見
学
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・・・

普
通
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な

体
験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

す
。言
葉
が
通
じ
る
か
心
配
で
し
た
。

ど
ん
な
子
だ
ろ
う
?
友
達
に
な
れ
る

か
な
?
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
子
は
中

学
生
の
女
の
子
で
し
た
。
家
で
は
女

の
子
が
「
ニ
胡
」
と
い
う
中
国
の
楽

器
を
演
奏
し
た
り
、
私
に
弾
か
せ
て

く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
す
ご
く
上
手

で
感
動
し
ま
し
た
。短
い
時
間
で
も
、

文
化
や
言
葉
が
違
っ
て
も
友
達
に
な

れ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
私
に

と
っ
て
も
す
ご
く
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
六
日
間
で
日
本
は
す

ご
く
豊
か
な
国
で
あ
る
こ
と
、
日
本

は
す
ば
ら
し
い
国
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
な
か
な

か
言
葉
で
は
上
手
に
言
え
ま
せ
ん

が
、
中
国
の
空
気
を
吸
っ
て
、
中
国

の
「
今
」
を
感
じ
ら
れ
て
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
木　

玖
実
依
さ
ん

（
蓮
野
小
学
校
五
年
）

　

中
国
の
旅
で
、
三
つ
の
こ
と
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
中
学
生
と
の
交
流
会

で
す
。
各
学
校
の
発
表
が
あ
り
、
私

た
ち
は
リ
コ
ー
ダ
ー
で
、『
小
さ
な

子
ど
も
の
世
界
』を
発
表
し
ま
し
た
。

学
校
の
紹
介
も
し
ま
し
た
。
緊
張
し

た
け
れ
ど
良
く
で
き
ま
し
た
。
他
の

学
校
も
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
め
は
、
万
里
の
長
城
で
す
。

頂
上
ま
で
遠
い
の
で
、
目
標
の
所
ま

で
に
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
元
気
を

出
し
て
、
は
り
き
っ
て
登
り
ま
し
た

が
、
そ
の
日
は
暑
か
っ
た
の
で
、
だ

ん
だ
ん
と
つ
か
れ
て
、
私
た
ち
の

班
は
あ
き
ら
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、役
場
の
人
が
、「
あ
き
ら
め
る
と
、

負
け
組
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
。」と
言
っ

た
の
で
、
そ
う
は
い
か
な
い
と
、
み

ん
な
で
歩
き
ま
し
た
。
目
標
の
所
で

は
、
も
う
く
た
く
た
で
し
た
。

　

三
つ
め
は
、
私
と
同
じ
く
ら
い
の

人
た
ち
と
交
流
し
た
こ
と
で
す
。
始

め
は
、
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽

し
み
も
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
お
昼

ご
は
ん
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
に
も
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
古
い
家
で

し
た
が
、
中
は
き
れ
い
で
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
少
し
遊
ん
で
か
ら
車

で
出
か
け
た
所
で
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
と

高
級
な
花
び
ん
を
買
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
リ
ス
や
し
か
が
い
る

所
へ
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
時
は
、
と
て
も
さ
み
し

か
っ
た
で
す
。
本
当
に
よ
く
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

住
所
を
聞
い
た
の
で
、
手
紙
を
送
り

ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
五
泊
六
日
の
旅

で
し
た
。
楽
し
い
思
い
出
が
出
来
ま

し
た
。
そ
し
て
、
中
国
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

岡
部　

理
子
さ
ん

（
蓮
野
小
学
校
五
年
）

　

私
は
、
中
国
ハ
ル
ビ
ン
交
流
会
で

初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し
た
。
飛
行

機
に
乗
っ
た
時
は
こ
わ
か
っ
た
け

ど
、
な
な
め
に
な
っ
て
地
面
か
ら

フ
ー
っ
と
空
中
に
飛
び
立
っ
た
し
ゅ

ん
か
ん
は
感
動
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
か
ん
げ
い
会
で
は
、
本

場
の
中
国
料
理
が
出
ま
し
た
。
見
た

こ
と
の
な
い
野
菜
や
食
べ
た
こ
と
の

な
い
料
理
で
ま
た
感
動
し
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、
一
一
七
中
学
校
を
訪

問
し
て
、
中
学
生
が
、
歌
や
お
ど
り

で
む
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。お
礼
に
、

私
た
ち
は
リ
コ
ー
ダ
ー
を
ふ
い
た
り

ソ
ー
ラ
ン
を
お
ど
っ
た
り
し
ま
し

た
。
大
勢
の
人
の
前
で
、
き
ん
ち
ょ

う
し
ま
し
た
が
、
手
拍
子
を
し
て
も

ら
い
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

五
日
目
の
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
十
四
歳
の
女
の
子
の
家
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
女
の
子
は
、
私
に
や

さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
家
の

人
も
、
い
ろ
い
ろ
な
所
を
案
内
し
て

く
れ
て
、
か
ざ
り
物
を
買
っ
て
く
れ

た
り
、
ラ
ー
メ
ン
を
ご
ち
そ
う
し
て

く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
親
切
に
し
て

も
ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。中
国
の
人
が
聖
籠
に
来
た
時
は
、

同
じ
よ
う
に
親
切
に
や
さ
し
く
接
し

て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
六
日
間
、
大
勢
の
人
と
出
会

い
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行
き
、あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
な
く
し
て

し
ま
っ
た
時
は
、
み
ん
な
が
一
緒
に

な
っ
て
さ
が
し
て
く
れ
ま
し
た
。
は

げ
ま
し
て
く
れ
て
、
見
つ
か
っ
た
時

は
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
旅
行
で
た
く
さ
ん
の

人
に
親
切
に
し
て
も
ら
い
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
今
よ
り
も
っ
と
、
人
に
や
さ
し
く

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

地
主　

和
香
葉
さ
ん

（
蓮
野
小
学
校
五
年
）

　

私
は
、
中
国
に
行
っ
て
同
じ
子
ど

も
の
こ
と
で
色
々
感
じ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
道
路
が
車
用
、

自
転
車
用
、
人
間
用
に
分
か
れ
、
大

勢
の
人
が
道
路
で
自
転
車
に
乗
っ
て

い
た
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
子
ど

も
が
た
く
さ
ん
乗
っ
て
い
る
の
に
中

国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
荷
物
を
運
ん
で

い
る
大
人
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
人

口
が
多
い
の
で
自
転
車
に
乗
る
人
が

多
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
駅
の
よ
う
な
人
の
多

い
所
で
、
足
や
手
の
な
い
大
人
や
、

私
よ
り
小
さ
い
子
が
、
も
っ
と
小
さ

い
子
の
め
ん
ど
う
を
見
な
が
ら
、
お

金
を
集
め
て
い
た
こ
と
で
す
。
日
本

で
は
、
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
私
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
家
は
、
新
し

い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
テ
レ
ビ
な
ど
が
あ

り
、
日
本
と
同
じ
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。
な
ぜ
、
同
じ
中
国
人
の
子
な

の
に
、
こ
ん
な
に
差
が
あ
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

た
家
の
子
の
こ
と
で
す
。そ
の
子
は
、

分
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
は
ず
か

し
が
ら
な
い
で
、
知
ら
な
い
人
に
質

問
し
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
時
は
ず

か
し
く
て
、
下
を
向
い
た
り
、
声
が

小
さ
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
で
も
、

そ
の
子
を
見
て
い
て
、
も
じ
も
じ
し

て
い
る
方
が
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

私
は
中
国
に
行
っ
て
み
て
中
国
の

人
の
積
極
的
な
所
を
見
な
ら
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
い
い
生
活

し
て
い
る
人
と
、
ま
ず
し
い
生
活
を

し
て
い
る
人
の
差
が
大
き
い
の
で
平

等
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
と
は
ち
が
う
国
に
行
っ
て

色
々
な
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

　

　

ま
た
、
こ
ん
な
機
会
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下　

瞳
さ
ん

（
亀
代
小
学
校
五
年
）

　

私
が
ハ
ル
ビ
ン
市
児
童
・
生
徒
交

流
事
業
に
参
加
し
た
わ
け
は
、
中
国

の
人
と
交
流
を
し
て
友
達
を
た
く
さ

ん
作
る
こ
と
と
、
中
国
の
街
の
よ
う

す
を
調
べ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

二
日
目
に
行
っ
た
第
一
一
七
中
学

校
で
は
、
練
習
し
て
き
た
「
亀
っ
子

ソ
ー
ラ
ン
」
を
ひ
ろ
う
す
る
の
で
、

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
で
も
、
練

習
し
て
き
た
せ
い
か
が
は
っ
き
で
き

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
第
一
一
七

中
学
校
の
生
徒
は
、
歌
や
お
ど
り
が

上
手
で
す
ご
か
っ
た
で
す
。
夜
は
、

夜
行
列
車
で
北
京
に
移
動
し
ま
し

た
。ベ
ッ
ド
は
、三
段
で
向
か
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。
列
車
の
中
で
は
、
み

ん
な
で
「
U
N
O
」
を
し
た
り
し
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
、
万
里
の
長
城
に
登
り

ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
も
ず
っ

と
つ
ら
か
っ
た
で
す
、
班
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
登
っ
て
、

目
標
ま
で
は
行
け
ま
し
た
。
下
り
の

と
き
は
、
急
い
で
く
だ
り
ま
し
た
。

集
合
場
所
に
一
番
で
着
き
た
か
っ
た

け
ど
、
龍
太
さ
ん
が
一
番
で
、
私
た

ち
は
二
番
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
だ
け

く
や
し
か
っ
た
で
す
。

　

五
日
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
あ

り
ま
し
た
。
私
が
行
っ
た
家
の
家
族

は
、
と
て
も
優
し
か
っ
た
で
す
。
お

母
さ
ん
の
友
達
に
、
日
本
語
が
話
せ

る
人
が
い
て
、
そ
の
人
の
子
ど
も
が

つ
う
や
く
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お

昼
ご
飯
は
、
手
作
り
ぎ
ょ
う
ざ
で
し

た
。
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
中
国
の
人
は
と
て
も
上
手
で
し

た
。私
は
、ぎ
ょ
う
ざ
の
形
が
変
だ
っ

た
け
ど
上
手
と
言
っ
て
も
ら
え
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
中
国
に

行
き
た
い
で
す
。

七
月
二
十
七
日

　

・
出
発
式

　

・
新
潟
発
・
ハ
ル
ビ
ン
市
着

　

・ 

ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
委
員
会
表

敬
訪
問

七
月
二
十
八
日

　

・ 

第
一
一
七
中
学
校
表
敬
訪
問（
交
流
）

七
月
二
十
九
日

　

・
万
里
の
長
城
観
光

七
月
三
十
日

　

・
天
安
門
広
場
、
故
宮
観
光

七
月
三
十
一
日

　

・ 

少
年
宮
の
学
生
と
交
流

（
昨
年
の
来
町
者
な
ど
）

　

・ 

少
年
宮
の
学
生
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

八
月
一
日

　

・
ハ
ル
ビ
ン
市
発
・
新
潟
着

　

・
帰
国
報
告
会

中
国
で
の
行
程

▲夜行列車内▲帰国報告会 ▲少年宮での交流
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す
っ
き
り
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
、
す

く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
主
催
の
「
す

く
す
く
秋
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
、親
子
二
十
三
組
。

春
の
会
は
屋
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
秋

の
会
は
毎
年
公
園
な
ど
屋
外
で
、
自
然
と

触
れ
合
い
な
が
ら
遊
び
を
楽
し
む
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
九
月
二
十
九
日
の
第
一

回
目
は
、
町
民
会
館
に
あ
る
中
央
公
園
が

会
場
で
し
た
。

　

公
園
内
の
ど
ん
ぐ
り
林
で
は
、
早
く
も

ど
ん
ぐ
り
が
茶
色
く
実
り
、
あ
ち
こ
ち
に

落
ち
て
い
て
、
ま
ず
は
一
斉
に
ど
ん
ぐ
り

拾
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
ど
ん
ぐ
り
を
見
つ
け
て
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
作
っ
た
入
れ
物
に
ど

ん
ど
ん
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
マ
マ

の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
拾
っ

て
い
き
ま
す
。
夢
中
で
拾
っ
て
、
あ
っ
と

い
う
間
に
入
れ
物
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
お

友
達
も
い
ま
し
た
よ
。
ど
ん
ぐ
り
は
ま
だ

小
さ
い
も
の
も
多
い
で
す
が
、
身
近
に
秋

を
感
じ
る
場
面
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

次
は
ミ
ニ
運
動
会
気
分
で
、
よ
ー
い
ド

ン
の
か
け
っ
こ
や
、手
作
り
さ
い
こ
ろ（
豆

が
入
っ
て
い
る
の
で
、
転
が
す
と
音
が
出

ま
す
）
に
長
い
ゴ
ム
ひ
も
を
つ
け
て
転
が

し
た
り
と
、
芝
生
の
上
を
思
い
っ
き
り
駆

け
回
っ
た
り
し
て
、汗
ば
む
ほ
ど
で
し
た
。

　

よ
う
や
く
こ
こ
で
お
楽
し
み
の
お
弁
当

タ
イ
ム
。
い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ
後
、
お
母
さ

ん
が
作
っ
て
く
れ
た
お
い
し
い
お
弁
当
を

ほ
お
ば
る
子
ど
も
た
ち
。
た
く
さ
ん
食
べ

て
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
」
の
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
を
読
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
な
絵
に
瞳
を
輝
か

せ
、
お
話
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
て
い
た

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

屋
外
で
体
を
動
か
す
に
は
絶
好
の
一
日
で

し
た
ね
。

　

参
加
者
に
お
話
を
伺
う
と
「
自
然
の
中

で
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
遊
べ
て
よ

か
っ
た
。
自
分
に
と
っ
て
も
い
い
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
し
た
。」
笑
顔
と
と

も
に
こ
ん
な
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
す
く
す
く
秋
の
会
」
第
二
弾
は
、
大

き
な
潟
と
小
高
い
松
林
に
囲
ま
れ
た
弁
天

潟
風
致
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は

春
の
桜
や
夏
の
蓮
、
ま
た
冬
の
白
鳥
と
、

四
季
を
問
わ
ず
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で
き

る
公
園
で
す
。
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月

六
日
、
親
子
二
十
三
組
が
小
さ
な
秋
を
探

し
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

受
付
を
済
ま
せ
た
子
ど
も
た
ち
は
遊
び

た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
、
も
う
待
ち
き
れ
な
い

様
子
で
す
。
早
速
、
先
生
を
中
心
に
リ
ズ

ム
体
操
を
み
ん
な
で
踊
り
準
備
運
動
は

O
K
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
ら
れ
た
手

づ
く
り
小
物
入
れ
を
手
に
東
屋
の
奥
の
階

段
を
上
り
ま
す
。
さ
あ
、
秋
を
見
つ
け
に

出
掛
け
ま
し
ょ
う
！

　

上
っ
た
先
に
は
、
秋
が
隠
れ
て
い
る
松

林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
に
〝
実
り
の
秋
〞
を
探
し
に
駆

け
出
し
ま
し
た
。
そ
の
眼
差
し
は
真
剣
そ

の
も
の
。「
あ
っ
た
よ
！
」「
こ
っ
ち
こ
っ

ち
！
」
や
が
て
小
さ
な
手
の
中
に
は
、
松

ぼ
っ
く
り
や
ど
ん
ぐ
り
が
し
っ
か
り
と
握

り
し
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
木
立
の
奥
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

タ
ン
バ
リ
ン
の
音
。
可
愛
い
ウ
サ
ギ
さ
ん

や
ゾ
ウ
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
つ
い
た
タ
ン

バ
リ
ン
を
上
手
に
叩
く
子
ど
も
た
ち
。
松

林
の
中
で
聞
こ
え
る
音
が
い
つ
も
よ
り

ず
っ
と
素
敵
に
聞
こ
え
た
の
は
、
き
っ
と

秋
の
澄
み
切
っ
た
空
気
の
せ
い
で
し
ょ

う
。

　

秋
の
会
は
初
め
て
と
お
っ
し
ゃ
る
お
母

さ
ん
は
「
子
ど
も
が
楽
し
そ
う
な
の
で
参

加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。」
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
人
見
知
り
を
し
な
い
お

子
さ
ん
は
、
誰
と
で
も
仲
良
く
遊
べ
る
社

交
家
。
こ
の
会
を
通
じ
て
お
友
だ
ち
の
輪

が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

ま
た
「
普
段
は
食
が
細
い
の
で
す
が
、

こ
う
い
っ
た
場
所
だ
と
た
く
さ
ん
食
べ
て

く
れ
て
嬉
し
い
で
す
。」
と
お
話
し
い
た

だ
い
た
お
母
さ
ん
の
横
で
、
大
き
な
お
に

ぎ
り
を
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
る
お
子
さ

ん
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

園
内
の
遊
び
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
今
回

の
秋
の
会
。
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
な
秋
を

お
土
産
に
今
夜
は
ど
ん
な
夢
を
見
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

楽
し
く
遊
ん
だ
中
央
公
園
と
弁
天
潟
で

す
が
、
食
べ
物
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
、
あ

ち
こ
ち
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
の
が
目
に
つ

き
ま
す
。
み
ん
な
で
使
う
公
園
で
す
。
ゴ

ミ
は
必
ず
各
自
で
持
ち
帰
り
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
お
互
い
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

す
く
す
く
秋
の
会

〜 

秋
空
の
下思い

っ
き
り
遊
ぼ
う
！ 

〜

〜 

小
さ
な
秋　

見
ぃ
つ
け
た
♪ 

〜
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九
月
十
四
日
、亀
代
小
学
校
で「
不

審
者
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
亀

代
小
で
は
高
学
年
は
一
階
、
低
中
学

年
は
二
、
三
階
の
教
室
で
勉
強
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
一
階
の
五
年
二
組
の
教

室
の
後
ろ
か
ら
不
審
者
が
侵
入
し
た

想
定
で
、
訓
練
し
ま
し
た
。

　

帽
子
を
か
ぶ
り
マ
ス
ク
を
着
け
た

先
生
が
、
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
授
業
中

の
教
室
に
い
き
な
り
入
り
、
大
声
を

出
し
て
、
迫
真
の
演
技
で
不
審
者
に

な
り
き
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
一
瞬
驚
い
た
も
の

の
、
事
前
に
教
わ
っ
た
と
お
り
、
担

任
が
不
審
者
と
対
応
し
て
い
る
う
ち

に
隣
の
一
組
の
教
室
へ
と
速
や
か
に

移
動
、
一
組
の
児
童
と
と
も
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
逃
げ
ま
し
た
。

　

先
生
方
は
刺さ

す
ま
た股

で
不
審
者
に
応

戦
、
実
際
の
場
面
を
垣
間
見
て
い
る

か
の
よ
う
で
、
緊
迫
感
が
走
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
知
ら
せ
を
受
け
た
低
学

年
、
中
学
年
の
児
童
た
ち
も
整
列
し

て
先
生
方
に
誘
導
さ
れ
、
速
や
か
に

階
段
を
下
り
、
体
育
館
へ
避
難
し
ま

し
た
。取
材
の
カ
メ
ラ
を
向
け
て
も
、

ど
の
子
も
真
剣
な
表
情
で
、
ふ
ざ
け

る
子
や
お
し
ゃ
べ
り
す
る
子
は
誰
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
を
想
定
し

た
訓
練
だ
け
に
、
先
生
方
も
口
を
真

一
文
字
に
結
ん
で
真
剣
そ
の
も
の
で

す
。

　

全
校
児
童
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
人
数

確
認
を
し
て
訓
練
終
了
。
校
長
先
生

か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

不
審
者
は
ど
の
よ
う
に
校
内
に
侵

入
し
て
ど
ん
な
行
動
を
と
る
か
分
か

ら
な
い
、
玄
関
は
普
段
す
べ
て
施
錠

し
て
あ
る
が
、
も
し
知
ら
な
い
人
が

校
内
に
入
っ
て
き
た
ら
「
こ
ん
に
ち

は
、
ど
な
た
で
す
か
」
と
声
を
か
け

ま
し
ょ
う
、
あ
い
さ
つ
が
よ
く
交
わ

さ
れ
る
場
所
に
は
、
不
審
者
は
入
っ

て
こ
な
い
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

学
校
で
、
地
域
で
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
不
審

者
を
入
り
込
ま
せ
な
い
明
る
い
地
域

づ
く
り
を
し
、
子
ど
も
た
ち
を
み
ん

な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た

十
月
三
日
（
月
）
亀
代
小
学
校
で
は

歩
き
遠
足
「
亀
っ
子
ウ
ォ
ー
ク
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
体
力
を
つ
け
・
や

り
と
げ
る
力
を
育
て
る
た
め
に
今
年

新
た
に
計
画
さ
れ
た
行
事
で
す
。
児

童
は
お
弁
当
を
詰
め
た
リ
ュ
ッ
ク
を

担
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
け

出
発
！

　

一
〜
三
年
生
は
清
潟
公
園
を
目
指

し
片
道
四
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
公
園

で
は
虫
取
り
・
フ
リ
ス
ビ
ー
・
鬼
ご
っ

こ
な
ど
班
の
仲
間
で
決
め
た
遊
び
を

思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　

四
〜
六
年
生
は
紫
雲
寺
公
園
を
目

指
し
片
道
七
㎞
を
ひ
た
す
ら
歩
き
ま

し
た
。
お
弁
当
の
後
に
は
『
自
然
工

作
』、『
ス
ケ
ッ
チ
』、『
ゴ
ミ
拾
い
』

の
い
ず
れ
か
を
班
で
選
び
行
動
開

始
。
班
の
個
性
が
光
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
帰
り
道
、
ど
の

子
も
さ
す
が
に
足
取
り
が
重
い
様
子

で
し
た
が
、「
虫
を
た
く
さ
ん
捕
ま

え
た
よ
。」「
疲
れ
た
け
れ
ど
み
ん
な

と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
。」「
公
園
は

こ
ん
な
に
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
よ
。」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
倉
小
学
校
二
年
生
が
生
活
科
の

実
習
と
し
て
、
九
月
二
十
二
日
プ
ラ

ン
ト
４
聖
籠
店
に
て
、
買
い
物
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

お
う
ち
の
人
に
頼
ま
れ
た
も
の

と
、
自
分
が
欲
し
い
も
の
を
一
人

五
百
円
以
内
で
、
自
分
で
買
い
物
す

る
と
い
う
の
が
こ
の
授
業
の
ね
ら
い

で
す
。
一
班
四
人
ま
た
は
五
人
で
行

動
し
、
先
生
と
お
手
伝
い
の
保
護
者

が
引
率
者
と
な
っ
て
、
早
速
買
い
物

開
始
で
す
。

　

ど
の
子
も
お
金
を
入
れ
た
財
布
を

し
っ
か
り
握
り
締
め
、
売
り
場
を
探

し
ま
す
。
洗
剤
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の

生
活
雑
貨
、
カ
レ
ー
ル
ー
、
豆
板

醤
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
の
食
品
調
味

料
（
こ
の
日
は
生
も
の
は
買
わ
な
い

と
い
う
き
ま
り
で
し
た
）
な
ど
、
お

う
ち
の
人
に
頼
ま
れ
た
も
の
を
ま
ず

探
し
ま
す
。店
内
の
地
図
を
片
手
に
、

ス
ム
ー
ズ
に
売
り
場
ま
で
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
自
分
の
欲
し
い
も
の
。
消
し

ゴ
ム
、
ノ
ー
ト
な
ど
の
文
房
具
、
お

菓
子
を
買
う
子
も
い
ま
し
た
。

　

「
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
安
い
よ
」「
こ

れ
と
こ
れ
で
お
金
足
り
る
よ
ね
」
な

ど
値
段
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ど
の
子
も

し
っ
か
り
し
た
買
物
ぶ
り
で
し
た
。

　

普
段
お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
来
て

は
、
買
い
物
す
る
姿
を
よ
く
見
て
い

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
レ
ジ
で
の
会
計

も
き
ち
ん
と
済
ま
せ
、
全
員
が
予
定

時
間
内
に
買
い
物
を
終
え
ま
し
た
。

　

「
お
店
の
中
で
は
静
か
に
、
走
ら

な
い
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
」
先
生
か

ら
始
め
に
受
け
た
注
意
を
し
っ
か
り

守
り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

お
手
伝
い
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
や

先
生
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
い
い
学

習
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

蓮
潟
こ
ど
も
園
で
は
九
月
九
日
、

子
ど
も
た
ち
の
敏
し
ょ
う
性
や
体
を

動
か
す
楽
し
さ
を
育
て
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
園
庭

で
待
つ
や
る
気
満
々
の
五
歳
児
の
子

ど
も
た
ち
を
前
に
、
サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
十
一
名

の
三
年
生
が
集
合
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
カ
レ
ッ
ジ
三
年
生

の
幼
児
教
育
授
業
の
ひ
と
つ
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
自
己
紹
介
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
心
を
つ
か
む
話
術
は
さ
す

が
の
一
言
で
す
。
小
さ
な
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
な
が
ら
、
準
備
体
操
・
手

つ
な
ぎ
鬼
・
リ
レ
ー
と
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
語
り
、
笑
い
、
走
る
姿
は
、

体
を
使
っ
て
楽
し
む
素
晴
ら
し
さ
を

し
っ
か
り
と
教
え
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。

　

「
楽
し
か
っ
た
〜
！
」
と
汗
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
。
十
月

の
運
動
会
に
は
、
こ
の
が
ん
ば
り
が

発
揮
で
き
ま
す
よ
う
に
…

亀代
小学校

山倉
小学校

蓮潟
こども園
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敬
老
の
日
を
間
近
に
控
え
た
九
月

十
六
日
、
蓮
野
こ
ど
も
園
で
は
一
足

早
く
祖
父
母
参
観
日
を
計
画
し
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
園

に
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

年
少
組
は
、
途
中
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
お
楽
し
み
袋
を
目
指
し
一
緒

に
か
け
っ
こ
。
手
を
つ
な
ぎ
走
り
な

が
ら
も
、
転
ば
な
い
よ
う
ま
た
上
手

に
袋
が
取
れ
る
よ
う
に
と
孫
を
温
か

く
見
守
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

年
中
組
は
ミ
ニ
運
動
会
。
紅
白
対

抗
玉
入
れ
に
歓
声
を
上
げ
、
玉
を
数

え
る
姿
も
真
剣
な
子
ど
も
た
ち
。
毛

布
の
上
に
孫
を
乗
せ
引
っ
張
り
走
る

〝
空
飛
ぶ
ジ
ュ
ー
タ
ン
〞
と
題
さ
れ

た
種
目
に
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ

ぎ
。
一
生
懸
命
に
走
り
な
が
ら
も
、

笑
顔
が
絶
え
な
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

年
長
組
は
、
新
聞
紙
を
使
っ
た
体

ジ
ャ
ン
ケ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
目
隠

し
を
し
た
孫
の
名
前
を
呼
び
、
声

だ
け
で
自
分
の
元
ま
で
呼
び
寄
せ

る
〝
孫
よ
来
い
来
い
〞
で
は
、
思
わ

ず
声
に
力
が
入
る
姿
も
。
玉
入
れ
リ

レ
ー
は
、
お
年
を
感
じ
ら
れ
な
い
ス

ピ
ー
ド
感
に
溢
れ
、
楽
し
み
な
が
ら

ゴ
ー
ル
。
体
育
館
内
は
、
終
始
に
ぎ

や
か
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
心
を
込
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
手
に
し
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も

お
元
気
で
。

　

九
月
十
日
〜
九
月
十
六
日
ま
で

蓮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
て
い
た

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
は
、
講
師
で
あ
る

渡
辺
典
子
先
生
を
始
め
に
十
八
名
の

生
徒
さ
ん
の
作
品
が
出
展
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

と
い
う
も
の
を
覆
す
よ
う
な
と
て
も

素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。〝
暮
ら
し

に
や
さ
し
い
〞
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た

作
品
づ
く
り
は
材
料
を
家
庭
で
使
わ

な
く
な
っ
た
帯
、
パ
ジ
ャ
マ
、
エ
プ
ロ

ン
、
ゆ
か
た
、
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
様
々

な
布
地
で
作
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

ジ
ー
パ
ン
の
布
地
で
作
っ
た
旦
那

さ
ん
用
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
お
弁
当

袋
、
ウ
ー
ル
の
着
物
で
で
き
た
暖
か

い
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
蚊
帳
を
染
め
直
し

て
作
っ
た
涼
し
げ
な
の
れ
ん
、
ト
レ
ー

ナ
ー
で
作
っ
た
水
分
を
た
っ
ぷ
り
吸

収
し
て
く
れ
そ
う
な
機
能
的
な
バ
ス

マ
ッ
ト
な
ど
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
幅
の

広
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、「
出
来
上
が
っ
て
い
る

キ
ッ
ト
を
使
う
と
つ
ま
ら
な
い
。
余
っ

た
布
で
作
っ
た
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
出
て
と
て
も
楽
し
く
ま
た

勉
強
に
な
り
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

で
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
生
徒
が

企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
学
生
が
行
う

「
イ
ベ
ン
ト
企
画
」
で
、
ク
リ
ー
ン
作

戦
や
こ
ど
も
園
と
の
交
流
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

イ
ベ
ン
ト
企
画
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

昨
年
か
ら
継
続
さ
れ
て
お
り
車
椅
子

を
交
換
で
き
る
八
百
㎏
を
目
標
に
し

て
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で

は
二
百
㎏
し
か
集
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
中
に
、
残
り
の
六
百
㎏
以
上
を

集
め
車
椅
子
を
福
祉
施
設
へ
寄
付
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
は
、
学
校
や
生
徒
の
ア
パ
ー
ト
で

回
収
し
て
い
ま
し
た
が
と
て
も
足
り

そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
十
月
十
五
日
（
土
）
に
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と

同
じ
専
門
学
校
グ
ル
ー
プ
が
参
加
す

る
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
、
ア
ル
ミ

缶
回
収
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
同
専
門

学
校
グ
ル
ー
プ
の
合
同
学
園
祭
の
イ

ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
合
同
学
園
祭
が
、

昨
年
の
中
越
大
震
災
で
中
止
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
だ
け

で
も
継
続
し
た
い
と
の
思
い
に
よ
り
、

同
校
の
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
授

業
と
し
て
企
画
と
運
営
を
行
い
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
十
七
チ
ー
ム
百
五
十
二

名
の
参
加
が
あ
り
、
ア
ル
ミ
缶
の
回

収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
つ
な
が
り
大

成
功
で
終
え
る
こ
と
が
で
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
た
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
将
来
目
指
し
て
い

る
職
業
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

九
月
九
日
（
金
）、
㈱
夢
ハ
ウ
ス

か
ら
町
へ
十
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
㈱
夢
ハ
ウ
ス
が

八
月
に
開
催
し
た
第
六
回
感
謝
祭

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
企
画
）
で
の
売
上
金

を
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
と
し
て
福
祉

団
体
や
森
林
保
護
団
体
に
寄
付
し
て

い
る
取
り
組
み
の
一
環
で
送
ら
れ
た

も
の
で
、
町
に
対
し
て
も
福
祉
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
の
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
町
の
社

会
福
祉
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た

め
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
日
（
火
）、
東
北
電
力

㈱
新
発
田
営
業
所
か
ら
聖
籠
町
に
街

路
灯
十
三
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
電
力
で
は
地
域
と
一
体
に

な
っ
て
明
る
く
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
を
は
じ

め
新
発
田
営
業
所
管
内
の
各
市
町

で
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
町
に
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯
は

各
集
落
の
要
望
に
応
じ
て
配
布
さ
れ

ま
す
。

結いハート
パッチワーク教室

暮
ら
し
に
や
さ
し
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

―

蓮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展―

暮
ら
し
に
や
さ
し
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

―

蓮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展―

暮
ら
し
に
や
さ
し
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

―

蓮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展―

あ
た
た
か
い
善
意
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
た
た
か
い
善
意
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

蓮野
こども園

▲生徒全員の合同作品

▲渡辺先生の作品

　

Ｊ
リ
ー
グ
の
フ
ロ
ン
ト
の
企
画
事

業
部
を
経
て
、
最
終
的
に
は
プ
ロ
野

球
の
フ
ロ
ン
ト
。

■ アルミ缶回収
プロジェクト担当
久米　由希さん

（サッカービジネス科１年）

　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

■ ミニサッカー
大会担当

安達　鷹也さん
（サッカー専攻科ビジネスコース3年）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
の
施
設
で
働
き
な
が

ら
子
ど
も
の
指
導
者
。

■ ミニサッカー
大会担当

薄井　貴史さん
（サッカー専攻科ビジネスコース3年）

▲ミニサッカー大会

で
っ
か
い
夢
！

〜
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
て
車
椅
子
を

送
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト,
05
〜

で
っ
か
い
夢
！

〜
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
て
車
椅
子
を

送
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト,
05
〜
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旧
別
行
集
落
が
東
港
開
発
に
伴
い

現
在
の
別
條
集
落
へ
移
転
し
て
早
い

も
の
で
二
十
年
が
経
ち
ま
す
。
今
年

は
そ
の
節
目
の
年
と
し
て
盛
大
に
祭

り
を
計
画
し
、
九
月
十
九
日
（
敬
老

の
日
）
に
「
秋
の
大
祭
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
自
治
宝
く
じ
の
助
成
金
を

受
け
、
待
望
の
こ
ど
も
神み

こ
し輿

や
テ
ン

ト
等
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
祭

り
も
一
層
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、

準
備
や
進
行
に
不
安
が
募
り
ま
し
た

が
昼
近
く
に
は
雨
も
止
み
、
午
後
か

ら
は
秋
晴
れ
の
祭
り
日
和
と
な
り
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
神
社
で
神
主
さ
ん
の

お
払
い
と
笛
太
鼓
に
よ
る
巫
女
さ
ん

の
舞
い
が
披
露
さ
れ
、
午
後
か
ら

は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
神み

こ
し輿

を
引
き

「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と

元
気
な
か
け
声
で
集
落
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム

や
役
員
の
作
り
た
て
お
で
ん
と
焼
き

そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
の
歓
談
、
最
後

に
は
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

　

ひ
ば
り
が
丘
自
治
会
（
ひ
ば
り
が

丘
集
落
）
で
は
、
自
治
宝
く
じ
の
助

成
金
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
て
、
ひ
ば
り
が
丘

公
会
堂
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の

会
議
用
、
各
種
行
事
用
の
備
品
や
草

刈
用
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ひ
ば
り
が
丘
自
治
会
で
は
、
今
回

整
備
し
た
備
品
を
活
用
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
更
な
る
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

※ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
、
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
と
と

も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

役
場
企
画
財
政
課

☎
２
７―

２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

☎
２
７―

１
９
５
８
（
直
通
）

秋
の
大
祭
り
開
催

　四ツ屋の近藤整一郎さんが９月３・４日の両日、

名古屋で開催された愛・地球博の「ふるさと全国県

人会まつり」の名古屋新潟県人会ブースで丹精込め

て作られた「コシヒカリ」をPRしてこられました。

　今回の参加は、３年前に知人に声をかけられてか

ら名古屋新潟県人会と関わるようになり、２年前に

名古屋で開催された全国収穫祭に参加したのがきっ

かけとなったそうです。

　聖籠の農産物を全部持って行きたかったそうです

が、規則が厳しいため、コシヒカリと聖籠町の観光

パンフレットを持ってのPRとなりました。

　近藤さんは、「お客さまに声をかけると予想以上の

反応があり大盛況でした。これからの農業は、生産

者からも発信して新しい販売システムの構築も必要

となるのでは」などと話されていました。

▲ 今回の助成事業で整備された備品の一部

別條
集落

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

　

秋
も
す
っ
か
り
深
ま
り
、
東
港
の

新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
『
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
』
で
も
、
い
よ
い
よ
寒

さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
未
来
の
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦
士
を
目
指
す
、
高

校
生
年
代
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
が
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当

然
、
選
手
た
ち
は
高
校
の
授
業
が
終

わ
っ
て
か
ら
練
習
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
夕
方
５
時
に
練
習

が
始
ま
る
頃
に
は
、
す
っ
か
り
寒

さ
が
厳
し
く
な
っ
て
吐
く
息
が
白
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。で
す
が
、

選
手
た
ち
は
そ
ん
な
寒
さ
に
負
け
る

こ
と
な
く
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

な
る
た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ッ
ト
サ
ル
や
８
人
制

サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
の
各

種
大
会
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
も
お
仕
事
を
終
え
ら
れ
て

か
ら
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
に
集
ま
っ
て
き

ま
す
の
で
、
試
合
が
始
ま
る
の
は
夜

に
な
っ
て
し
ま
い
、
相
当
な
寒
さ
の

中
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
思
い
思
い
の
防
寒
具
に

身
を
包
ん
だ
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な

笑
顔
と
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
は

そ
ん
な
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
の
大
会
も
徐
々
に
定

着
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
一
つ
の

文
化
が
根
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
１
リ
ー
グ
で
の
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
戦
い
も
、
い
よ

い
よ
大
詰
め
を
迎
え
ま
す
。
Ｊ
１

リ
ー
グ
で
の
サ
バ
イ
バ
ル
レ
ー
ス
を

勝
ち
抜
く
た
め
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
は

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
日
々
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
み
、
試
合
に
備
え
て

い
ま
す
。
11
月
以
降
の
残
り
ゲ
ー
ム

は
ホ
ー
ム
・
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
の
３

試
合
を
含
む
５
試
合
、
最
後
の
最
後

ま
で
全
力
を
尽
く
し
た
ゲ
ー
ム
を
お

見
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ス
タ
ジ
ア

ム
に
お
越
し
い
た
だ
き
ス
タ
ン
ド
か

ら
熱
い
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　広報せいろうでは、町のスポーツ

振興事業の一環としてアルビレック

ス新潟と新潟聖籠スポーツセンター

の情報を、定期的に町民の皆さんに

ご紹介します。

平
成
17
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

平
成
17
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

▲新潟聖籠スポーツセンター「アルビレッジ」の全景

 愛・地球博で
新潟産コシヒカリをＰＲ



　投稿するときは濃い鉛筆かペンで
書いてください。（薄いものは掲載で
きません）
　名前は必ず書いてください。

（ペンネーム希望の場合は名前の横にペン
ネーム『○○○』と書いてください）
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Q

A

秋
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら

｜ 

観
光
ぶ
ど
う
園
で
日
中
国
際
交
流
事
業 

｜ 

9 月の

乳児健診から

　

五
泉
市
出
身
の
森
田
さ
ん
は
聖

籠
町
に
移
り
住
ん
で
十
一
年
、
中

学
二
年
生
を
筆
頭
に
四
人
の
お
子

さ
ん
を
育
て
て
お
ら
れ
る
ベ
テ
ラ

ン
マ
マ
さ
ん
で
す
。
四
人
目
の
恵

玲
菜
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
も
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ぞ
か
し
手

馴
れ
て
い
る
と
思
い
き
や
「
初
め

て
の
子
を
授
か
っ
た
時
と
同
じ
気

持
で
新
鮮
で
す
。
」
と
意
外
な
お

言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

三
人
目
の
お
子
さ
ん
は
小
学
校

二
年
生
、
約
八
年
と
い
う
長
い
時

間
が
森
田
さ
ん
の
妊
娠
・
出
産
・

育
児
経
験
を
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
に
さ
せ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で

も
お
子
さ
ん
を
み
つ
め
る
眼
差
し

や
、
あ
や
し
方
に
は
や
は
り
余
裕

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

大
き
な
病
気
も
ケ
ガ
も
な
く
す

く
す
く
と
育
っ
た
恵
玲
菜
ち
ゃ
ん

は
只
今
七
か
月
。
生
ま
れ
た
時
は

四
、二
八
〇
ｇ
の
ジ
ャ
ン
ボ
ベ
ビ
ー

で
し
た
。
す
で
に
下
の
前
歯
は
生

え
揃
い
、
上
の
前
歯
も
生
え
始
め

た
口
元
に
成
長
の
早
さ
が
伺
え
ま

す
。
取
材
の
際
は
お
母
さ
ん
の
横

で
お
座
り
を
し
な
が
ら
、
何
に
で

も
興
味
を
示
す
好
奇
心
旺
盛
な
一

面
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

「
手
が
か
か
ら
な
い
子
な
ん
で

す
。
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
と

お
り
、
食
事
は
好
き
嫌
い
も
な

く
何
で
も
よ
く
食
べ
よ
く
動
き
ま

す
。
ま
た
夜
起
き
て
泣
く
事
も
少

な
い
そ
う
で
、
夜
中
の
授
乳
に
辛

い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん

が
多
い
中
、
羨
ま
し
い
限
り
で

す
。
最
近
は
時
々
つ
か
ま
り
立
ち

を
見
せ
て
は
、
周
囲
を
驚
か
せ
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
す
ま
す
活
動

範
囲
が
広
が
り
そ
う
で
す
ね
。

 

「
今
は
三
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が

交
互
に
面
倒
を
見
て
く
れ
る
の
で

と
っ
て
も
助
か
り
ま
す
。
」
と
笑

顔
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
元
気
に

大
き
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

お
忙
し
い
中
、
快
く
取
材
に
応

じ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

秋
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら

｜ 

観
光
ぶ
ど
う
園
で
日
中
国
際
交
流
事
業 

｜ 

　

九
月
二
十
五
日
（
日
）
二
本
松

の
坂
上
ぶ
ど
う
園
に
お
い
て
、
新

潟
大
学
等
に
留
学
し
て
い
る
中
国

ハ
ル
ビ
ン
市
の
学
生
を
招
待
し
て

「
ぶ
ど
う
狩
り
交
歓
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
ぶ
ど
う
狩

り
で
留
学
生
の
み
な
さ
ん
は
甘
さ

た
っ
ぷ
り
の
聖
籠
産
ぶ
ど
う
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
観
光
ぶ
ど
う
園
関

係
者
、
町
議
会
議
員
な
ど
総
勢

五
七
名
が
参
加
。
来
日
し
て
半
年

が
過
ぎ
、
日
常
会
話
に
は
ほ
と
ん

ど
困
ら
な
く
な
っ
た
留
学
生
と
ぶ

ど
う
の
話
題
や
留
学
生
の
近
況
報

告
な
ど
で
歓
談
し
、
に
ぎ
や
か
に

ひ
と
と
き
が
過
ぎ
ま
し
た
。

齋藤　　孝
こう

ちゃん
4か月児

岩渕　未有さん　7歳

小玉　千尋さん　8歳

チョコパンさん　12歳

ハローキティさん　11歳

絵亜さん　15 歳

みどり丸さん　15 歳

中村　葵さん　12 歳

人格さん　13 歳

ミケさん　12 歳

森
田　

恵え

理り

さ
ん（
蓮
潟
）

　
　
　

恵え

玲れ

菜な

ち
ゃ
ん（
七
か
月
）

ー
9
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
ー

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

HEAVEN さん

渡邊　　翔
しょう

ちゃん
4か月児

宮村　　優
ゆう

ちゃん
4か月児

佐藤　俊
しゅんすけ

輔ちゃん
4か月児

三浦　凰
おうすけ

介ちゃん
4か月児

髙橋　永
えいじん

尽ちゃん
4か月児

　ハガキによる広聴制度『町政ポスト』にご意見ご要望をい

ただきましたのでご紹介します。

　障害者や弱者に新発田市などのようにタクシー券を配

付してもらいたい。

　エコバスだと遠い医者などには行けませんし人頼みは

いやです。

　弱者でも住みよい町でありますように。 （匿名）

　この度は、貴重なご意見をいただきありがとうござい

ました。

　障害を持つ方が交通機関を利用する時に割引制度があ

りますが、日頃利用の割合が多いバス・タクシーについ

てご紹介します。

　また、町社会福祉協議会では、リフト付タクシーの利

用助成を行っております。詳しくは、保健福祉課へお問

合せください。

　なお、町単独のタクシー利用助成については、近隣市

の状況を踏まえながら検討してまいりたいと考えており

ます。

担当：保健福祉課

▲参加者の皆さん

▲ぶどう狩りを楽しむ留学生

町政ポストＱ＆Ａ町政ポストＱ＆Ａ

○割引の内容

対　象　者 乗車券種類 利用形態 割引となる人 割引率

1 身体障害者手帳の交付

を受けている人

2 児童福祉施設の入所児

3 養育手帳の交付を受け

ている人

普通乗車券

単独で利用する場合 本人

50%介護人と共に利用す

る場合
本人、介護人

定期乗車券

単独で利用する場合 本人

30%介護人と共に利用す

る場合
本人、介護人

注 1. 介護人はバス事業者が必要と認めた場合に割引きとなります。

2. 12 歳未満の学生の定期乗車は、割引きされません。

○利用方法

利用区分 身体障害者手帳所持者 児童福祉施設入所児 療育手帳所持者

定期券乗車
定期券購入時に身体

障害者手帳を提示

定期券購入時に割引

証を提出

定期券購入時に療育

手帳を提示

現金乗車
乗車料金支払時に身

体障害者手帳を提示

乗車料金支払時に割

引証を提出

乗車料金支払時に療

育手帳を提示

県内のハイヤー・タクシーを利用する場合には、運賃が割引されます。

○割引の内容

対　象　者 割引の対象区間 割　引　率

1 身体障害者手帳の

交付を受けている人

2 療育手帳の交付を

受けている人

身体障害者又は知的障害

者自身が乗車した区間

10％

運賃料金の額は、メーター器表示

に 0.9 を乗じ、10 円未満の端数

を切り捨てた額及び契約運賃額

（観光等貸切時間制）の 10% 割引

但し、迎車回送料金は対象外

○利用方法
　運賃料金を精算する際、ハイヤー・タクシーの乗務員に身体障害者手帳、

又は療育手帳を提示します。

バス運賃の割引

ハイヤー・タクシー運賃の割引

（平成 17 年 1 月現在）



町
の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
内
容
、
各
種
委
員
会
の

活
動
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
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９
月
28
日
（
水
）

・
新
潟
東
港
安
全
協
議
会
第
一
回
幹

事
会
開
催

　

東
港
の
治
安
確
保
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
、
同
協
議
会
の
幹
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

幹
事
会
は
、
豊
栄
警
察
署
、
町
の

区
長
代
表
及
び
東
港
の
立
地
企
業
の

代
表
な
ど
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
中
古
車
販
売
業
者
の

状
況
を
視
察
し
た
後
、
視
察
先
で
の

問
題
点
な
ど
を
集
約
し
ま
し
た
。

９
月
26
日
（
月
）

・
第
９
回
聖
籠
町
男
女
共
同
参
画
計

画
策
定
委
員
会
開
催

　

今
回
は
、
分
科
会
３
班
に
分
か
れ

各
班
で
設
け
た
基
本
目
標
に
対
し
て

の
重
点
項
目
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
、
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
解
決

に
つ
い
て
の
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
班
で
検
討
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
全
体
会
で
発
表
し
、
委
員

会
と
し
て
重
点
目
標
を
策
定
す
る
う

え
で
の
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

す
。
こ
の
作
業
は
道
路
や
河
川
で
囲

ま
れ
た
区
域
を
確
定
さ
せ
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
こ
の
作
業
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
で
、
そ
の
中
に
あ
る
民
地

間
の
境
界
確
定
作
業
に
入
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

民
地
間
の
境
界
に
は
青
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
杭
を
打
ち
込
む
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
作
業
は
10
月
中
旬
以

降
と
な
り
、
11
月
末
に
は
今
年
度
予

定
区
域
内
の
現
地
で
の
境
界
確
定
作

業
が
概
ね
終
了
し
ま
す
。

９
月
26
日
（
月
）

・
第
９
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

聖
籠
町
教
育
委
員
会
委
員
長
選
挙

執
行

　

 　

任
期
満
了
に
伴
う
聖
籠
町
教
育

委
員
会
委
員
長
の
選
挙
が
教
育
委

員
に
よ
り
行
わ
れ
、
小
柳
健
二
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
４
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

聖
籠
町
子
ど
も
健
康
相
談
室
要
綱

の
制
定

・ 

聖
籠
町
教
育
委
員
会
職
員
の
昇
任

等

　

以
上
の
外
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

・
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
19

回
総
会

９
月
29
日(

木)

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
外
６
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

・
国
土
調
査
の
現
地
調
査
が
始
ま
っ

て
い
ま
す

　

今
年
度
実
施
の
国
土
調
査
区
域

（
藤
寄
・
大
夫
興
野
の
各
一
部
）
の

現
地
調
査
を
9
月
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。

　

9
月
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
は
道

路
や
河
川
・
水
路
な
ど
の
境
界
確
定

の
た
め
、
隣
接
す
る
地
権
者
の
方
々

に
現
地
へ
出
て
い
た
だ
き
、
境
界
が

確
定
し
た
と
こ
ろ
に
は
赤
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
杭
を
打
ち
込
ん
で
い
き
ま

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

学  

校  

教  

育  

課

農  

業  

委  

員  

会

▲中古車販売業社を視察

▲国土調査の現地調査

総　
　

務　
　

課

生 

活 

環 

境 

課

ふ
る
さ
と
整
備
課

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震

災
害
救
援
金
の
お
願
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
パ
キ
ス
タ

ン
北
部
地
震
へ
の
救
援
金
の
受
付

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
志
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
募
金
方
法

　

郵
便
振
替

0
0
1
1
0―

2―

5
6
0
6

　

口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社

※ 

「
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
」
と

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
金
期
限　

11
月
30
日
（
水
）

■
現
金
で
の
直
接
受
付

　

日
赤
本
社
・
県
支
部
・
聖
籠
町

分
区
窓
口
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
左
記
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
聖
籠
町
分
区
（
保

健
福
祉
セ
ン
タ

－

内
）

☎
２
７―

６
５
１
１

　日本では毎年約 4万人の女性が、乳がんにかかると推定さ

れ、胃がんを抜いて一番多くなりました。乳がんにかかる人

も亡くなる人も 40 歳代から 60 歳代の働き盛りに多いのが

特徴です。

　乳がんは、早期に発見し早期に治療すればかなり高い率で

治癒します。しかし、まだまだ受診者が少なく、がん征圧の

ためには受診率を上げなくてはいけない大きな課題が残って

います。

　昨年から、マンモグラフィ検診の対象者が拡大され、より

多くの方に検診を受けていただけるようになりました。また、

乳がんは自分で注意すれば発見しやすいがんです。定期的に

がん検診を受けるとともに、自分自身を守るため、家族を守

るために月１回の自己触診法を習慣化しましょう。

  申込みされた方には、事前に受診票をお送りしています。

申込みされていない方で希望される方は、必ず保健福祉課へ

ご連絡ください。

１１月１５日（火） 網代浜

保健福祉センター

午後１時～１時４５分

１，０００円

（７０歳以上の方、ま

たは障害手帳をお持

ちの方は無料）

１１月１６日（水） 亀　塚

１１月１７日（木） 次第浜

１１月１８日（金）
山諏訪山・本大夫・山大夫

聖中ヶ丘・本三賀・山三賀

１１月２１日（月）

四ッ屋・道賀新田・上大谷内

真野・丸潟・桃山・山倉

苔沼・中の橋・本諏訪山

１１月２２日（火）
二本松・外畑・蓮野・杉谷内

正庵

１２月 １日（木）
藤寄・大夫興野・甚兵衛橋

蓮潟・蓮潟新田

１２月 ２日（金）
尾沢ヶ丘・稲の平・別條・八幡

東山・旭ヶ丘・ひばりが丘

がんから家庭を守ろう
－乳がん検診（マンモグラフィ併用検診）のすすめ－

※ 一日に受診できる人数は制限されますので、受診日を変更されたい方、検診を申し込まれ

ていない方で希望される方は、必ず事前にご連絡ください。

平成17年度乳がん検診（マンモグラフィ併用）日程
対象者：40 歳以上女性（昨年度、町の乳がん検診を受けていない方）

☎
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●
自
転
車
の
交
通
事
故
の
八
割
以
上
は

自
動
車
と
の
事
故

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ
で
も

簡
単
に
利
用
で
き
る
自
転
車
。
し
か
し
、
最

近
、
自
転
車
乗
用
中
に
交
通
事
故
に
遭
い
、

け
が
を
す
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

平
成
十
六
年
中
の
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
、
十
八
万
七
千
九
百
八
十

件
。
過
去
十
年
間
の
推
移
を
見
る
と
、
そ
の

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
八
割
以

上
に
あ
た
る
十
五
万
六
千
五
百
五
十
八
件
が

自
動
車
と
の
事
故
で
す
。
対
自
動
車
と
の

事
故
で
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
の
ほ

う
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
や
す
く
、
自
転
車
の

死
亡
交
通
事
故
の
九
割
が
対
自
動
車
事
故
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
危
険
な
交
通
事
故
が
特
に
起
こ

り
や
す
い
の
が
、
交
差
点
で
す
。
交
差
点
で

は
、
出
会
い
頭
事
故
や
後
方
か
ら
左
折
す
る

自
動
車
に
自
転
車
が
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う

な
ど
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
特
に
安
全
運
転

を
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
自
転
車
側
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
が

事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る

　

こ
う
し
た
自
転
車
事
故
で
は
、
事
故
に

遭
っ
た
自
転
車
の
約
七
割
に
、
何
ら
か
の
交

通
ル
ー
ル
違
反
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
は
自
転
車
だ
け
で
な
く
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
歩
行
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

通
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
は
、
み
ん
な
が
安

全
に
、
安
心
し
て
道
路
を
利
用
す
る
た
め

に
、
一
人
一
人
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
切
な
約
束
事
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
対
自
動
車
の
事
故
で
は
被
害
を
受

け
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
自
転
車
で
す
が
、

自
転
車
対
歩
行
者
事
故
で
は
、
逆
に
自
転
車

が
歩
行
者
に
被
害
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
が

大
半
で
す
。
対
歩
行
者
事
故
の
大
半
は
、
自

転
車
側
の
責
任
が
重
い
事
故
で
す
。

 

「
自
転
車
通
行
可
」
と
さ
れ
て
い
る
歩
道

を
自
転
車
が
通
行
す
る
場
合
に
は
、
歩
道
の

車
道
寄
り
の
部
分
を
徐
行
し
、
歩
行
者
の
妨

げ
に
な
る
場
合
は
一
時
停
止
し
た
り
、
自
転

車
を
降
り
て
押
し
歩
き
し
た
り
す
る
な
ど
、

歩
行
者
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
も
う
一
度
確
認

自
転
車
の
ル
ー
ル
＆
マ
ナ
ー

　

自
転
車
に
乗
る
人
も
周
囲
の
人
も
、
安
全

に
道
路
を
利
用
す
る
た
め
に
、
自
転
車
に
乗

る
人
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
標
識
等
に
よ
り
「
自
転
車
通
行
可
」
と
さ

れ
て
い
る
歩
道
を
自
転
車
で
通
行
す
る
と
き

は
、
歩
行
者
の
通
行
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
「
一
時
停
止
」
の
標
識
の
あ
る
場
所
や
見

通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、
必
ず
止
ま
っ
て

安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。　

■
信
号
は
絶
対
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
二
人
乗
り
や
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
の

運
転
は
、
危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
夕
暮
れ
ど
き
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
の
側
面
に
も
反

射
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
ら
な
い
こ

と
。
自
転
車
の
酒
酔
い
運
転
も
法
律
違
反
で

す
。

vol .43

交通安全に関す
ることは

役場生活環境課 
☎２７－１９６２

（直通）

 年
　 
区分 9月 1月～ 9月

発生件数 死者数 傷者数 発生件数 死者数 傷者数

平成 17 年 9 1 11 83 2 118

平成 16 年 9 0 12 98 1 130

増　減 0 ＋1 － 1 － 15 ＋1 － 12

町の交通事故発生状況

　

高
齢
者
が
関
わ
っ
た
交
通
事
故

は
、
10
年
間
で
約
1
•6
倍
に
増

加
し
て
ま
す
。
（
新
潟
県
内
に
お

け
る
交
通
事
故
発
生
件
数
）

▲シートベルト・チャイルドシート着用指導

自
転
車
、
正
し
く
乗
っ
て
ま
す
か
？

　

通
勤
や
通
学
、
日
々
の
買
い
物
や
ち
ょ
っ
と
し
た
近
所
へ
の
お
出
か
け
な
ど
で
、
自
転
車
を
利
用
し
て
い
る
方
は
多
い
で
し
ょ

う
。
自
転
車
は
一
度
乗
り
方
を
覚
え
れ
ば
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
便
利
な
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
一
つ
乗
り
方
を

間
違
え
る
と
、交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、歩
行
者
を
傷
つ
け
た
り
す
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

安
全
に
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

話　題

TOPICS 自転車の交通安全

▲一斉街頭指導

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

合
わ
せ
9
月
27
日
に
町
内
一
斉

街
頭
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
の
は
交
通
安
全
協

会
聖
籠
支
部
、
交
通
安
全
母
の

会
、
交
通
安
全
指
導
員
、
新

発
田
警
察
署
、
町
関
係
者
約

1
2
0
人
。
小
中
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
、

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
「
交
通
ル
ー
ル
と
交
通

マ
ナ
ー
」
を
守
る
指
導
や
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
30
日
に
は
大
夫
興
野

の
町
道
で
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
」を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

 

「
面
倒
だ
か
ら
」
「
す
ぐ
近
く

だ
か
ら
」
と
い
う
安
易
な
気
持

ち
を
捨
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

「

」

道路横断中が最も危険 ～こんな横断やめて！～

交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
〝
明
る
い
服
装
〞
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
住
宅

街
な
ど
の
暗
い
道
を
走
行
中
、

黒
っ
ぽ
い
服
装
の
歩
行
者
を
直

前
で
発
見
し
て
、
ヒ
ヤ
リ
と
し

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

お
互
い
に
見
え
に
く
い
状
態

に
な
る
時
間
帯
が
夕
暮
れ
時
で

す
。

　

午
後
４
時
か
ら
午
後
６
時
の

間
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
・
自
転

車
乗
り
も
、
お
互
い
に
見
る
た

め
見
ら
れ
る
た
め
、〝
早
め
の
ラ

イ
ト
の
点
灯
と
明
る
い
服
装
・

反
射
材
の
活
用
〞
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

＜

安
全
の
ポ
イ
ン
ト＞

ド
ラ
イ
バ
ー
は

・
ラ
イ
ト
を
下
向
き
で
走
行
し

て
い
る
と
、
前
方
30
〜
40
ｍ
く

ら
い
ま
で
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

時
速
60
㎞
で
走
行
し
て
い
た
場

合
、
歩
行
者
な
ど
を
発
見
し
て

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
間
に

合
わ
な
い
と
い
う
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
対
向
車
等
、
他
の
車

両
が
い
な
い
と
き
は
、
ラ
イ
ト

は
上
向
き
で
運
転
す
る
の
が
基

本
で
す
。

　最近、子どもを乗せた自転車が転倒して、

頭部などを打ったりする事故が多くなって

います。自転車に子どもを乗せるときには、

「幼児用ヘルメット」を着用させましょう。

万一、転倒したときに、ヘルメットが頭部

への衝撃を和らげます。ヘルメットは、安

全基準に適合したものを選び、正しく着用

させるようにしてください。

転倒事故から子どもを守る「幼児用ヘルメット」
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お問い合わせ先

町　役　場　　　☎２７－２１１１

町 民 会 館　　　☎２７－２１２１

図　書　館　　　☎２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）

　　　　　　　　☎２７－６５１１

診　療　所　　　☎２７－１２３４

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）
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11
月
26
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

大
人
五
〇
〇
円

定　

員　

40
名

（
先
着
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
）

　

町
で
は
中
国
黒
龍
江
省
か
ら
新
潟

大
学
な
ど
へ
留
学
し
て
い
る
皆
さ
ん

を
招
い
て
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
毎
年
大
好
評
の
、「
ぎ
ょ

う
ざ
づ
く
り
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

中
国
風
手
づ
く
り
ぎ
ょ
う
ざ
を
あ
な

た
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！

　

家
族
ぐ
る
み
で
の
参
加
も
大
歓

迎
！
参
加
希
望
の
方
は
役
場
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
国
風
ぎ
ょ
う
ざ

お
い
し
い
で
す
よ
！

役
場
総
務
課　

国
際
交
流
担
当

☎
2
7―

2
1
1
1
（
内
線
2
2
6
）

〜
ひ
と
り
で悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
〜

　

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
、
虐
待

な
ど
、
ご
心
配
ご
と
や
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

11
月
６
日
（
日
）

　

 
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
5
4―

2
6―

7
1
9
1

子
ど
も
の
人
権
相
談
（
子
ど
も
・

　

 

保
護
者
等
）

法
務
局
新
発
田
支
局　

☎
2
4―

7
1
0
2

役
場
町
民
課
人
権
担
当　

☎
2
7―

2
1
1
1
（
内
線
1
1
1
）

12
月
18
日
（
日
）

　

 

午
前
９
時
〜
12
時

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

　

 

タ
ー

12
月
４
日
（
日
）

　

 

午
後
１
時
〜
４
時

胎
内
市
役
所
２
階
会
議
室

心
肺
蘇
生
法
及
び
止
血
等
法
（
終

　

 

了
後
に
講
習
修
了
証
を
交
付
）

■
受
講
受
付

・
新
発
田
会
場

　

11
月
16
日（
水
）〜
12
月
11
日（
日
）

・
胎
内
会
場

　

11
月
16
日（
水
）〜
11
月
30
日（
水
）

※ 

受
講
は
無
料
、
各
会
場
50
名
で
締

め
切
り
と
し
ま
す
。

新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部

☎
２
２―

９
０
７
３

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

《保健福祉事業》
　ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

　２日（水）16日（水）

◆弁護士相談（要予約）

　24日（木）

町社会福祉協議会

　☎ 27 － 6767

◆行政相談

　８日（火）

役場総務課（内線 223）

◆乳幼児健康診査・各種学級

○育児学級

　８日（火）午後１時 15 分～

○妊婦学級（前期）

　15 日（火）午前９時 30 分～

○３歳児健診

　24 日（木）午後 1 時 15 分～

○乳児健診

　25 日（金）午後 1 時 15 分～

○２歳児親子歯科健診

　28 日（月）午後 1 時 15 分～

◆各種予防接種

（受付は 1 時 10 分からです）

○ 風しん予防接種

　１日（火）午後 1 時 40 分～

○三種混合予防接種

　17 日（木）午後 1 時 40 分～

11
月

３
日
・
文
化
祭
開
祭
式

　
　

・
文
化
の
日
記
念
式
典

７
日
・ 

第
5
回
新
潟
県
市
町
村

権
限
移
譲
検
討
委
員
会

９
日
・ 

㈱
聖
籠
の
杜
取
締
役
会

12
日
・
聖
籠
町
P
T
A
研
究
大
会

14
日
・ 

地
方
分
権
改
革
総
決
起

大
会

15
日
・ 

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会

16
日
・ 

新
潟
県
町
村
会
正
副
会

長
会
議

　
　

・
新
潟
県
町
村
会
役
員
会

17
日
・ 

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理

組
合
議
会
定
例
会

18
日
・
広
域
関
係
議
会
定
例
会

22
日
・
広
域
関
係
議
会
定
例
会

25
日
・
長
寿
文
化
研
修
会

29
日
〜
12
月
１
日

　
　

・
全
国
町
村
長
大
会
外

　

防
衛
庁
で
は
、
次
の
内
容
で
「
自

衛
隊
生
徒
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
平
成

18
年
3
月
中
学
卒
業
予
定
者
又
は
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

　

平
成
17
年
11
月
1
日
か
ら

　

平
成
18
年
1
月
10
日
ま
で

■
試
験
期
日　

　

平
成
18
年
1
月
14
日
（
土
）

■
入　

　

隊　

　

平
成
18
年
４
月
上
旬

自
衛
隊
新
発
田
募
集
事
務
所

☎
2
6―

5
6
1
9

12
月
４
日
（
日
）

　

 

午
後
4
時
〜
6
時

新
発
田
ベ
ル
ナ
ー
ル

独
身
女
性

会
費 

３
、０
０
０
円

■
申
込
方
法　

葉
書
又
は
封
書
（
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
趣
味
・

電
話
番
号
を
記
入
）
及
び
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

参
加
人
員
20
名
に
な

り
次
第
締
切
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〒
9
5
7―

8
5
3
0

新
発
田
市
大
手
町
6―

4―

16

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
曹
友
会

☎
2
2―

3
1
5
1(

内
線
3
6
3)

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

▲昨年のぎょうざづくり交流会

全
県
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」

無
料
・
秘
密
厳
守

〜
救
え
る
命
そ
の
た
め
に

応
急
手
当
〜

普
通
救
命
講
習
会
開
催

自
衛
隊
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
！

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
曹
友
会

「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
開
催

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

死亡

 氏　名 年齢 行政区

宮　沢　鉄
てつ

　雄
お

さん (73 歳） 網代浜

 川　上　ミ　サさん (84 歳） 次第浜

 八　幡　キ　ソさん (87 歳） 藤　寄

稲　田　彩
いろ

　葉
は

さん ( 3 歳） 大夫興野

 宮　沢　喜
き

三
さぶろう

郎さん (87 歳） 網代浜

岩　渕　フ　ヨさん (96 歳） 二本松

中　村　ミツ江
え

さん (83 歳） 真　野

水戸部　トミエさん (83 歳） 真　野

婚姻
 新郎・新婦 行政区

 小　林　　聡
あきら

　さん

   （堀）     友
とも

　子
こ

 さん 
亀　塚

 細　貝　政
まさ

　則
のり

さん

 （小島）　麻
ま い こ

衣子さん 
亀　塚

｝

｝

 赤ちゃん 保護者 行政区

 由
ゆう

　樹
き

ちゃん ( 堀　　義明 ) 山大夫

 こころちゃん ( 深井　　保 ) 藤　寄

愛
あい

　莉
り

ちゃん ( 和田　文夫 ) 本三賀

に　こちゃん ( 伊藤　克彦 ) 尾沢ヶ丘

真
ま

斐
ひ

朗
ろ

ちゃん ( 宮下　祐人 ) 次第浜

雄
ゆう

　也
や

ちゃん ( 加来　幸治 ) 旭ヶ丘

夢
ゆ

　叶
な

ちゃん ( 藤間　康行 ) 旭ヶ丘

凜
り り は

々羽ちゃん ( 鈴木　　光 ) 正　庵

　迅
じん

　ちゃん ( 治田　政明 ) 東　山

出生

H17. 9. 2 ～ 9.22
入　札　結　果

工事（件）名 契約額（円） 業 者 名
納 入 完 了 日 又 は
工事（委託）期間最終日

1
公下工第 16 号　大夫 182
号管渠整備工事 26,880,000 曽根建㈱ 平成18年 3月22日

2
公下工第 22 号　大夫第 10
マンホールポンプ設置工事 7,560,000

㈱鶴見製作所
新潟支店

平成18年 3月22日

3
特下工第 6号　本三賀第 13
マンホールポンプ設置工事 7,140,000

新明和工業㈱
新潟営業所

平成18年 3月22日

4
公下工第 40 号　杉谷内
689 号管渠整備工事 7,350,000

皆川・北伸
特定共同企業体

平成17年 12月 1日

5 町営住宅敷地造成工事 3,255,000 ㈱武健商事 平成17年 11月 14日

6
公下工第 24 号杉谷内 659
号管渠整備工事 27,825,000

㈱岩村組　聖籠
支店

平成18年 3月22日

7
特下工第４号真野 138 号
管渠整備工事 16,800,000 ㈱聖路総合 平成18年 3月22日

8
改第 1 号蓮潟家の前線道
路改良工事 21,840,000

㈱岩村組　聖籠
支店

平成18年 3月20日

9
改第 2 号網代浜山辺川線
道路改良工事 20,685,000 ㈱丸昭工務店 平成18年 3月20日

10
公下工第 25 号杉谷内 826
号管渠整備工事 30,450,000

新潟藤田・岩村
特定共同企業体

平成18年 3月22日

11
公下工第 26 号杉谷内 920
号管渠整備工事 42,000,000

皆川・北伸特定
共同企業体

平成18年 3月22日

12
次第浜浜山土地区画整理事業地
区外排水路整備工事（第１工区） 21,945,000 ㈱丸昭工務店 平成18年 3月27日

13
次第浜浜山土地区画整理事業地
区外排水路整備工事（第２工区） 24,150,000 曽根建㈱ 平成18年 3月27日
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― 控除証明書を

添付してください ―

　所得税法の改正に伴い、平成 17 年中

に納めた国民年金保険料について、社会

保険料控除を受けるためには、年末調整

や確定申告の際に国民年金保険料の納付

を証明する書類を添付することが義務づ

けられました。

　平成 17 年 1 月から 9 月までの間に国

民年金保険料を納めた方を対象に、11

月上旬に社会保険業務センターから「社

会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

が郵送されますので、年末調整や確定申

告の際にはこの証明書を申告書に添付し

てください。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納め

た場合にも社会保険料控除を受けられま

す。この場合には、ご家族に送られた控

除証明書を添付のうえ申告してくださ

い。

●年金請求などの年金相談

　☎ 0570 － 05 － 1165（イイロウゴ）

●年金受給者の年金相談

　☎ 0570 － 07 － 1165（イイロウゴ）

　受付時間は AM8：30 ～ PM5：00（土・

日・祝日を除く）

◎ 通話料金は一般の固定電話の場合、市

内通話料金でご利用いただけます。携

帯電話からもご利用いただけます。

新発田社会保険事務所

☎２３－２１２５

役場町民課

　国民年金担当　

☎２７－２１１１

　（内線 111）

“あなたです  火のあるくらしの  見はり役”

　11 月９日（水）～ 15日（火）までの７日間

　・住宅防火対策の推進

　・放火火災、連続放火火災予防対策の推進

　・震災時における出火防止対策等の推進

 ①寝たばこは、絶対やめる。

 ②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

 ③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

 ①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設置する。

 ②寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

 ③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

 ④ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を

つくる。

　新発田市圏内の、本年１月から 9 月末における火災の発生件数は、

昨年同時期と比較し 9 件増の 44 件の火災が発生しております。

　その内、建物火災 36 件、車両火災 3 件、その他の火災が５件です。

　今後、寒さを迎える季節となり暖房器具等の火気を使用する機会

が多くなりますので火の取り扱いには十分注意し、大切な財産を火

災から守りましょう。

新発田地域広域消防本部

☎２２－８０９６

　

皆
さ
ん
の
宅
地
内
に
あ
る
上
水
道

の
給
水
装
置
（
メ
ー
タ
ー
以
降
の
水

道
管
も
含
む
）
の
新
設
、
増
設
、
改

造
（
水
洗
工
事
な
ど
）
及
び
漏
水
修

理
等
は
一
覧
表
の
町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
工
事
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
町
指
定
の
工
事
事

業
者
以
外
の
業
者
又
は
個
人
で
給
水

装
置
の
設
置
工
事
等
を
行
う
と
「
違

反
工
事
」
と
な
り
法
律
に
よ
り
給
水

を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
宅
地
内
に
設
置
し
て
あ
る

給
水
装
置
の
漏
水
修
理
及
び
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
破
損
等
に
よ
る
取
り

替
え
の
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
破
損
等
し
な
い
よ
う
に
十
分

な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
道
路
上
で
漏
水
等
を
発
見
し
ま

し
た
ら
上
下
水
道
課
ま
で
連
絡
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
漏
水
等
の
連
絡
先

　

役
場
上
下
水
道
課

　

☎
２
７
│
２
１
１
１（
内
線
３
４
１
）

　

上
水
道
管
理
棟

　

☎
２
７
│
５
１
４
１

水
道
工
事
は
町
指
定
の

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働
者

の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積

極
的
取
組（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
）
を
推
進
し
て
い
る
企
業
を
対
象

に
、「
均
等
推
進
企
業
表
彰
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
企
業

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
企

業
の
方
針
と
し
て
明
確
に
し
、か
つ
、

積
極
的
に
こ
れ
に
取
り
組
み
、「
採

用
拡
大
」、「
職
域
拡
大
」、「
管
理
職

登
用
」、「
職
場
環
境
・
職
場
風
土
の

改
善
」
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
取
組
を

実
施
し
て
い
る
企
業
。

■
応
募
期
間

　

受
付
中
〜
11
月
30
日

■
表
彰
の
種
類

　

⑴
厚
生
労
働
大
臣
賞

（
最
優
良
賞
、
優
良
賞
）

　

⑵
新
潟
労
働
局
長
賞

（
優
良
賞
、
奨
励
賞
）

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
の

上
、
新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室
あ
て

F
A
X
又
は
郵
送
に
よ
り
送
付
。

■
応
募
用
紙
請
求
及
び
問
い
合
せ
先

　

新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
２
５
│
２
３
４
│
５
９
２
８

■職種及び採用人員

　放射線技師　１名

　（有資格者、又は平成18年４月中に取得見込の者）

■申込期間

　11 月１日～ 11 月 11 日（必着）

■提出書類

　・履歴書（３か月以内の写真添付）１通

　・最終学校の成績証明書　１通

　・最終学校の卒業（見込）証明書　１通

　・資格証明書（免許書の写し）　１通

■採用試験日

　11 月 22 日（火）

　（申込者には別途通知）

■採用予定年月日

　平成 18 年４月１日

　    二市北蒲原郡総合健康開発センター

　☎２４－１１４５

平成17年10月1日現在

名　　　称 ☎

㈱聖籠第一設備 27-3855
㈱カトウ工業 27-8512
㈲北聖電気 27-3357
新菖工業㈱ 22-5523
㈱下越住設センター 24-9728
㈲仕田商店 41-2047
新発田水道工事㈱ 22-3550
白新工業㈱ 025-386-1010
㈱ナカムラ 22-3633
㈱中山工務店 025-284-2141
㈱千代田設備 025-284-1141
㈱暁工業 025-386-8824
㈲島津管工 33-2655
㈱安達工業 025-386-5914
㈱吉村電工 0254-52-3213
㈱テクノナガイ 025-387-3117
㈱ホーメック 025-259-8180
㈱新発田技研 27-3139
㈱寺尾設備工業 025-268-3612
研冷工業㈱ 025-281-4800
菖栄ライフ㈱ 24-9373
豊栄ガス水道㈱ 025-386-2626
㈲幸栄設備 025-386-4456
㈱増子工業所 24-4553
サン工業㈱ 26-1534
㈱大堀商会 24-4133
㈱中山商会 24-1414
㈲長谷川設備 025-387-2371
㈱トヤマ 21-2111
㈱関川水道 27-3221
中条水道ガス工事㈱ 43-4111
㈱ハセガワ 23-0800
㈱長谷川エンジニアリングサービス 0254-50-5151

名　　　称 ☎

㈱創建 025-280-4554
㈱村上水道工事 0254-52-2823
㈱平山電気商会 0254-60-3010
㈱山口工業所 025-241-2828
石田工業 025-269-4369
㈲一不二配管工業 025-287-2200
中越コロナサービス㈱ 0256-98-2648
㈱加藤工業所 0250-67-2615
㈲ヒロカワ施工 025-386-8868
㈲第一管工 43-4674
㈲石垣設備 025-259-4011
㈱ミツマ 0250-62-4150
㈱シンセイ 0250-68-5888
興洋管建㈱ 025-267-1177
㈲みなと設備 025-259-7509
高橋管工事 025-387-4887
桃崎設備 46-2355
渡辺勤栄商会 22-4215
新潟パイプ工業㈲ 025-270-6074
㈱新潟屋 025-387-3152
丸美建設㈱ 025-274-6760
㈲パイプキッズ 0254-66-7867
渡邉設備 0250-63-8602
共和工業㈱ 025-387-2176
日新工業㈱ 025-271-8000
㈲茜設備設計 025-256-5295
テイエム興産㈲ 025-255-4433
カタノ設備 47-2194
㈲舟山管工 46-2063
近藤設備 24-3642
さくら水道 0250-62-4649
㈲藤間水道 26-3918



日
くさ

馬
ま

　緑
みどり

さん （真野）

気ままにのんびり
パッチワーク

ご紹介者の

安在　珠美さん（稲の平）

広報せいろうは ､資源保護のため古紙配合率 70％の再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています。

趣味の
広場
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　前回の安在珠美さんからのご紹介で、真野にお住まいの日馬緑さ

んを取材させていただきました。日馬さんは聖籠町ご出身ですが学

校を卒業後、新潟市に住んでおられました。結婚を期にまた聖籠町

に住まわれて 15 年、近くに町民会館が建ちいろいろな活動が行わ

れているのにはビックリされたそうです。

　3年ほど前からパッチワークを始められた日馬さんは、手芸店で

パッチワークの作品を見てご自分でも作りたいと思ったのがきっか

けだそうです。最初の作品は、クリスマス柄のキャンディーボック

ス。通っていた教室の先生が作っていたうさぎのポーチに出会って

からは、次々とたくさんの作品を制作されました。もうひとつのひ

し形柄のポーチは、たくさん物が入るので特にお気に入りとのこと。

　日馬さんの作品は、先ほどのポーチのように見かけは小さいのに

たくさん入ったり、うさぎのポーチは尻尾がチャックになっていた

り、小物入れに立体的な動物が縫い付けてあったりと、どれもひと

工夫されたものばかりです。気に入ったものは、色や柄を変えて 2～

3 個作り、その作品は実際日常生活で使われているそうです。「大

きいものを作るより実用的な小物を作るほうが好きです。」とおっ

しゃっていた日馬さんですが、スーちゃんのタペストリーは彩りが

きれいで、かなり手の込んだ作品です。それぞれのスーちゃんの帽

子、服、袖に柄の違った布を使い、また、当時青色があまり好きで

はなかったため青色を使わない布地選びは大変だったそうです。

　今年の夏は、本を見てその好きでなかった青色に目覚めトート

バックを作ったそうですが、清楚で上品で日馬さんによく似合って

います。横浜に単身赴任をしている旦那様は、お花の柄のタペスト

リーとクマのぬいぐるみを持っていかれて壁に飾ったり、テレビの

上に置いたりと奥様の趣味を応援してくれています。そんな旦那様

の心遣いに「ありがたいです！」と笑顔

でおっしゃっていました。

　最近は、買ってきた種や苗で花壇造り

をしたり、育てたりしており「芽が出て

きたときはかわいい」とのことです。そ

して、お花の刺繍が入ったポーチを作成

中！気ままにのんびりマイペースに忙し

い日々を送っている日馬さんです。


